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今月の主な内容

祖谷平家まつりで平家落人伝説劇（20Pに掲載）

始めよう  市民主役の  まちづくり

11月は児童虐待防止月間



性
的
行
為
の
強
要　

な
ど

【
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
の
拒
否
・
保

護
の
怠
慢
）】
食
事
を
与
え
な
い
、

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車
の
中

に
放
置
す
る
、
同
居
人
に
よ
る
虐
待

を
放
置
す
る
こ
と　

な
ど

【
心
理
的
虐
待
】
言
葉
に
よ
る
お
ど

し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
の
差
別

的
な
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
を
行

う
こ
と　

な
ど

  

子
ど
も
を

  

虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

　

虐
待
や
不
適
切
な
関
わ
り
を
受
け

て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
何
ら
か
の

サ
イ
ン
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
虐

待
の
サ
イ
ン
を
早
く
気
付
い
て
あ
げ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　暴力は、性別や年齢、間柄を問わず、決して許されるもの
ではありません。特に、配偶者や恋人からの女性に対する暴
力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、子どもがい
る場合は児童虐待にもつながります。内閣府が実施した調査
によると、女性の 3 人に 1 人が「暴力を受けたことがある」
と回答しています。この運動をきっかけとして、暴力による
人権侵害について考えてみませんか。あなたや、あなたの周
りの誰かが被害に遭われた時は、ご相談ください。

【暴力の種類】
身体的暴力▽たたく・ける・物を投げるなど。
精神的暴力▽バカにする・傷つく言葉を言う・
無視する・大声でどなるなど。社会的暴力▽メー
ルや着信をチェックする・友達や家族との付き
合いを制限するなど。性的暴力▽無理にキスや
性行為をする・避妊に協力しないなど。経済的暴力▽お金
を支払わない・お金を返さない・勝手に借金をするなど。

【相談先】
・西部こども女性相談センター（☎ 0883-56-2109）
・三好市役所 子育て支援課（☎ 72-7648）
※西部こども女性相談センターでは暴力をはじめ、女性の
自立のための問題（家族関係・離婚・経済的問題）につい
ても相談を受け付けております。お気軽にお電話ください。

11 月 12 日から 11 月 25 日は
  「女性に対する暴力をなくす運動期間」

　赤ちゃんがなにをやっても泣きやまないと、イライラ
してしまうことは誰にでも起こり得ます。しかし、泣き
やまないからといって、激しく揺さぶらないでください。
　赤ちゃんや小さな子どもが激しく揺さぶられると、見
た目にはわかりにくいですが、頭（脳や網膜）に損傷を
受け、重い障害が残った
り、命を落とすこともあ
ります。
　どうしても泣きやまな
い時は、赤ちゃんを安全
な所に寝かせて、その場
を少しの間でも離れ、ま
ず自分をリラックスさせ
ましょう。

乳幼児揺さぶられ症候群
赤ちゃんを激しく揺さぶらないで

児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
11
月
を
「
児
童
虐
待
防

止
推
進
月
間
」
と
定
め
、
児
童
虐
待
問

題
に
対
す
る
深
い
関
心
と
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

児
童
虐
待
と
は

　

子
ど
も
に
対
す
る
重
大
な
人
権

侵
害
で
す
。

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
と
は
、
保
護

者
な
ど
が
子
ど
も
（
18
歳
に
満
た

な
い
者
）
に
つ
い
て
行
う
行
為
で
、

子
ど
も
の
心
や
身
体
を
傷
つ
け
た

り
、
健
全
な
成
長
や
発
達
を
損
な

う
場
合
を
い
い
、
生
命
に
危
険
の

あ
る
暴
行
な
ど
に
限
ら
ず
、
子
ど

も
に
対
す
る
不
適
切
な
関
わ
り
は

全
て
含
み
ま
す
。

　

子
ど
も
が
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い

た
ら
、
そ
れ
は
「
し
つ
け
」
で
は
な

く
「
虐
待
」
で
す
。
子
ど
も
の
立
場

に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

  

児
童
虐
待
の
種
類　
　
　

【
身
体
的
虐
待
】
な
ぐ
る
、
け
る
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

戸
外
に
閉
め
出
す　

な
ど

【
性
的
虐
待
】
子
ど
も
へ
の
性
交
、

子どもからのサイン
□ 不自然な傷やアザのあと
□ 季節にそぐわない服装をしている
□ 衣服や体がいつも不潔である
□ 夜遅くまで外で遊んでいる
□ 落ち着きがない・乱暴

  

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

　

子
育
て
で
悩
ん
で
い
る
の
は
、
あ

な
た
ひ
と
り
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
子
育
て
中
の
方
は
何
ら
か
の
悩

み
を
抱
え
て
、
子
育
て
を
し
て
い
ま

す
。
で
も
、
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

く
だ
さ
い
。

【
こ
ん
な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
】

□ 

子
ど
も
が
か
わ
い
く
思
え
な
い
。

□ 

周
り
に
悩
み
を
聴
い
て
く
れ
る

人
が
い
な
い
。

□ 

子
ど
も
を
見
て
い
る
と
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
、
た
た
い
て
し
ま
う
。

　

誰
か
に
自
分
の
想
い
を
聴
い
て
も

ら
う
だ
け
で
、
気
持
ち
が
楽
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
よ
り
少
し
で

も
良
い
方
法
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

  

虐
待
に
気
づ
い
た
ら

　
「
何
か
お
か
し
い
な
」「
限
度
を
超

え
て
い
る
」
と
感
じ
た
ら
、
ま
た
は

児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
発
見
し
た
方
は
、
通
告
（
相

談
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
告
は
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
も

の
で
す
。医
師
や
公
務
員
な
ど
の「
守

秘
義
務
」
違
反
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
連
絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ

な
い
よ
う
に
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

結
果
的
に
通
告
が
誤
り
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
刑
事
上
・
民
事
上

の
責
任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

  
児
童
虐
待
通
告
（
相
談
）
先

  
子
育
て
相
談
先

三
好
市
役
所 
子
育
て
支
援
課

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
７
２-

７
６
６
６

西
部
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

（
美
馬
保
健
所
内
）

　

☎
０
８
８
３-

５
３-

３
１
１
０

児
童
相
談
所
全
国
共
通
3
桁
ダイ
ヤ
ル

（
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
）

　

☎
１
８
９
（
い
ち 

は
や 

く
）

11 月は児童虐待防止推進月間です

ためらわず　知らせてつなぐ　命の輪
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　保育所（園）とは、0 歳（概ね５か月）
から小学校入学するまでの乳幼児をもつ保
護者が働いていたり、病気だったり、家族
の介護にあたっているなど、いろいろな事
情のためにお子さんを家庭で保育すること
が困難な時に、保護者に代わって、お子さ
んの健全な心身の発達を図ることを目的に
保育（養護と教育）を行う施設で、単に「友
達がいないから」や「社会生活を身につけ
させる」などの理由では入所できません。
　認定こども園（長時部）も同様の趣旨の
ものです。
●入所要件
次の要件すべてに該当する児童
①三好市に住民登録され、世帯を有する家
庭の児童。
②保育の必要性の認定要件に該当する児童
※認定要件については、入所（園）案内を
ご覧ください。
●募集期間
11 月 24 日（火）～ 12 月 11 日（金）
●申込用紙
①申込書（支給認定申請書）などの書類は、
各保育所（園）・認定こども園、子育て支援
課、各総合支所にあります。
●提出場所
三好市認可保育所（園）・認定こども園
三好市福祉事務所　子育て支援課
三好市各総合支所
●その他
①定員などの都合上、ご希望の保育所（園）・
認定こども園に入所（園）できない場合が
あります。
②お申し込みに必要な書類がすべてそろっ
てからの受け付けになるため、募集期間内
に提出がなされない場合は、入所（園）で
きない場合があります。
③年度途中の入所（園）については、定員な
どに余裕がある場合のみ入所（園）できます。
④保育料が未納の方は個別相談を実施します。
⑤クラス編成により、混合保育の場合もあ
ります。
●お問い合わせ先
三好市役所子育て支援課（電話 72-7648）

平成 28 年度 保育所・認定こども園入所（園）のご案内平成 28 年度 幼稚園入園募集のご案内

 幼稚園一覧表
園　名 所　在　地 電話番号 該当年齢

辻幼稚園 井川町辻 78-2086 満 4・5歳児

西井川幼稚園 井川町西井川 78-2092 満 4・5歳児

井内幼稚園 井川町井内西 78-2084 満 4・5歳児

箸蔵幼稚園 池田町州津 72-4831 満 4・5歳児

池田幼稚園 池田町ウヱノ 72-1015 満 4・5歳児

白地幼稚園 池田町白地 74-0336 満 4・5歳児

三縄幼稚園 池田町中西 74-0078 満 4・5歳児

山城幼稚園 山城町大川持 86-1151 満 4・5歳児

吾橋幼稚園 西祖谷山村下吾橋 84-2533 満 3・4・5歳児

　幼稚園は幼児を保育し、適切な環境を与えて、
その心身の発達を助長することを目的とした学
校教育法で定められた「学校」です。
　小学校以降の生活や学習の基盤の育成となる

「生きる力の基礎」を作るために、「遊び」を大切
にした幼稚園教育の中で、「遊び」を通して人と
かかわる力、言語の習得、考えたり工夫したりす
る楽しさなどを身につけていきます。
　平成 27 年 4 月から「子ども子育て支援新制度」
の実施により、幼稚園を希望される方は全て1 号認
定になります。幼稚園利用料（保育料）は別表参照。
●入園該当児

【3 歳児】（吾橋幼稚園のみ実施）
平成 24 年 4 月 2 日から
平成 25 年 4 月 1 日に生まれた児童

【4 歳児】
平成 23 年 4 月 2 日から
平成 24 年 4 月 1 日に生まれた児童

【5 歳児】
平成 22 年 4 月 2 日から
平成 23 年 4 月 1 日に生まれた児童
●募集期間
11 月 24 日（火）～ 12 月 11 日（金）
●応募方法
本年度から、入園案内は各自で受け取っていただく
ようになりました。入園願書などの書類は、希望幼
稚園、教育委員会学校教育課、三好市各総合支
所にあります。入園申込書・その他関係書類に必
要書類を確認の上、希望幼稚園に提出してください。
●その他
①市内の希望する幼稚園に入園できますが、保
護者の送迎が必要です。
②お子さまに慢性的な病気や障がいがある、ま
た発達について心配のある方は、学校教育課ま
たは各幼稚園へご相談ください。
●保育料軽減措置
次に該当する家庭は保育料の保護者負担軽減措
置が行われます。
・18 歳未満の子どもがいる家庭で第 2 子
・18 歳未満の子どもがいる家庭で第３子以降
・ひとり親家庭（母子・父子）
・障がい児（者）のいる家庭
●お問い合わせ先
三好市教育委員会学校教育課（電話 72-3555）

 保育所（園）一覧表　　

保育所（園）名 所　在　地 電話番号 定　員

三野
認定こども園 公立 三野町芝生 77-2041 100名（長時部）

10名（短時部）

王地保育所 公立 三野町加茂野宮 77-2077 70名

西井川保育所 公立 井川町西井川 76-3180 90名

池田第一保育所 公立 池田町マチ 72-0147 90名

池田第二保育所 公立 池田町中西 74-0103 45名

政友保育所 公立 山城町政友 86-2115 35名

上名保育所 公立 山城町上名 84-1352 20名

西祖谷
認定こども園 公立 西祖谷山村一宇 87-2239 20名（長時部）

5名（短時部）

東祖谷
認定こども園 公立 東祖谷下瀬 88-2535 20名（長時部）

5名（短時部）

かめの子保育園 私立 池田町シマ 72-2215 70名

大泉保育園 私立 池田町ヤマダ 72-5713 70名

※保育対象年齢は、いづれも概ね生後 5か月からになります。

１号認定　幼稚園年額保育料　	　　　	 　　 　　（単位：円）

階　層 区　分 保育料
預かり保育料

午後保育料 長期休業
保育料

第１階層 生活保護世帯 0 0 0

第２階層 市民税非課税世帯 15,000 30,000 9,000

第３階層 市民税均等割りのみ
課税世帯 30,000 60,000 18,000

第４階層 市民税所得割課税世帯 50,000 100,000 30,000

保育所保育料等一覧　	 　　　　	 　　　　　　（単位：円）

階　層 区　分

保　育　料
3 歳未満児 3 歳以上児

保育標準
時間

保育
短時間

保育標準
時間

保育
短時間

第1階層 生活保護世帯 0 0 0 0

第2階層 市民税非課税世帯※ 7,000 7,000 5,000 5,000

第3階層

市民税均等割りのみ
課税世帯※ 14,000 13,800 14,000 138,00

市民税所得割課税額
48,600 円未満※ 18,000 17,700 15,000 148,00

第4階層

市民税所得割課税額
72,000円未満 23,000 22,700

23,000 22,700

市民税所得割課税額
97,000円未満 25,000 24,600

第5階層 市民税所得割課税額
169,000円未満 38,000 37,400

第6階層 市民税所得割課税額
301,000円未満 52,000 51,200

第7階層 市民税所得割課税額
397,000円未満 57,000 56,100

第8階層 市民税所得割課税額
397,000円以上 60,000 59,000 25,000 24,600

※第2階層、第3階層でひとり親家庭および在宅障がい児（者）のいる世帯につ
いては、第2階層は無料。第3階層は表の金額から1,000円引いた金額になります。

●通常の幼稚園教育
　月曜日から金曜日
　保育時間は 8 時～ 13 時 30 分まで保育をいた
します。
●午後保育の実施
　池田町内の幼稚園（池田幼・三縄幼・箸蔵幼）
では希望する園児を対象に、幼稚園教育終了後の
13 時 30 から 18 時まで保育します。希望者は幼
稚園入園申込書の午後保育希望の有無欄に記入を
して、希望幼稚園に提出してください。
※ 午後保育料は通常保育料とは別になります。
●夏期・冬期・春期の預かり保育の実施
　池田町内の午後保育実施園３園では、希望する
園児を対象に、夏休み・冬休み・春休みの預かり
保育を実施します。
　保育日は月曜日から金曜日まで、保育時間は 8
時から 18 時までです。（土日・祝祭日・年末・年
始・年度初め・年度末・お盆期間中の保育はあり
ません）              
※ 実施場所は池田幼稚園です。
※ 預かり保育料は通常保育料とは別になります。
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　個人番号カードには、税や年金などの情報は
　　　　　　　　　　　　　　入っていないので安心です。

マイナンバー制度
（社会保障・税番号制度） マイナンバー

広報キャラクター
「マイナちゃん」

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は

　
　

個
人
番
号
カ
ー
ド(

顔
写
真
付

き
身
分
証
明
書)

は
、
通
知
カ
ー

ド
と
一
緒
に
送
付
さ
れ
て
く
る
交

付
申
請
書
を
返
信
用
封
筒
で
郵
送

す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
28
年
１

月
以
降
、
無
料
で
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

  

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
、
ご
本

人
が
三
好
市
役
所
本
庁
の
窓
口
に

出
向
き
、
本
人
確
認
を
行
っ
た
上

で
、交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
病
気
、
身
体
の
障
が

い
、
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
ご
本
人
が
窓
口
に
来
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
の
み
、
代
理
人

に
委
任
で
き
ま
す
。

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

は
、
発
行
日
か
ら
申
請
者
の
10
回

目
の
誕
生
日
ま
で
で
す
。（
た
だ

し
、
20
歳
未
満
の
方
は
容
姿
の
変

化
が
大
き
い
た
め
、
申
請
者
の
5

回
目
の
誕
生
日
ま
で
）

※
電
子
証
明
書(

署
名
用
・
利
用
者

証
明
用)

は
発
行
日
か
ら
5
回
目

の
誕
生
日
ま
で
で
す
。

　　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

　

  

メ
リ
ッ
ト

□　

身
分
証
明
書
と
し
て
の
利
用

　
　

　
　

運
転
免
許
証
な
ど
を
持
っ
て
な

い
方
に
は
、
顔
写
真
付
き
身
分
証
明

と
な
る
の
で
便
利
で
す
。

□　

コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
証
明
の

　
　
取
得
が
可
能

　　
　

市
役
所
閉
庁
時
に
も
、
６
時
30

分
～
23
時
ま
で
の
間
コ
ン
ビ
ニ
で
、

住
民
票
（
本
人
と
同
一
世
帯
員
の

み
）、
印
鑑
登
録
証
明
書
（
本
人
の

み
）、
戸
籍
の
附
票
（
本
人
と
同
籍

者
の
最
新
の
も
の
）、戸
籍
全
部（
個

人
）
事
項
証
明
書
（
本
人
と
同
籍

者
の
最
新
の
も
の
）
が
取
得
で
き

ま
す
の
で
大
変
便
利
で
す
。

※
個
人
番
号
に
つ
い
て
、
電
話
で

問
い
合
わ
せ
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
や
市
町
村
職
員
な

ど
を
か
た
る
不
審
な
電
話
に
は
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
　
ね
え
ね
え
、
マ
イ
ナ
ち
ゃ

　

ん
、
い
つ
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
使
う
の
？

答
　
２
０
１
６
年
１
月
か
ら
社

　

会
保
障
、
税
、
災
害
対
策

の
行
政
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

必
要
に
な
る
よ
。

【
解
説
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
社
会

保
障
、
税
、
災
害
対
策
分
野
の
中
で

利
用
し
ま
す
。
例
え
ば
、
医
療
保
険

の
給
付
請
求
や
確
定
申
告
な
ど
の
手

続
き
を
行
う
際
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

問
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
も
届
け

　

ら
れ
る
の
？

答
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
２

　

０
１
６
年
１
月
か
ら
交
付

さ
れ
る
ん
だ
け
ど
申
請
し
な
い
と
交

付
さ
れ
な
い
よ
！

【
解
説
】
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、

通
知
カ
ー
ド
と
共
に
送
付
さ
れ
る

申
請
書
を
郵
送
す
る
な
ど
し
て
、

２
０
１
６
年
１
月
以
降
に
交
付
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
取
る
と
き

は
、
通
知
カ
ー
ド
を
市
区
町
村
に
返

納
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
　
そ
も
そ
も
個
人
番
号
カ
ー

　

ド
っ
て
ど
ん
な
も
の
な
の
？

答　

身
分
証
明
や
さ
ま
ざ
ま
な

　

サ
ー
ビ
ス
に
利
用
で
き
る

カ
ー
ド
だ
よ
。

【
解
説
】
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
同
様
に
、
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
の
つ
い
た
カ
ー
ド
を
予
定

し
て
お
り
、
表
面
に
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
、
性
別
と
顔
写
真
、
裏
面

に
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た
カ
ー
ド

で
す
。
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で

き
る
ほ
か
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
電

子
申
請
な
ど
が
行
え
る
電
子
証
明
も

標
準
搭
載
さ
れ
ま
す
。

問　

私
の
個
人
情
報
の
や
り
取

　

り
の
記
録
は
ど
こ
で
確
認

で
き
る
の
？

答　

２
０
１
７
年
１
月
か
ら
マ

　

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
る
よ
。

【
解
説
】
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル(

情
報

提
供
等
記
録
開
示
シ
ス
テ
ム)

と

は
、
自
分
の
個
人
情
報
を
い
つ
、
ど

こ
で
や
り
と
り
し
た
の
か
確
認
で
き

る
ほ
か
、
行
政
機
関
が
保
有
す
る
自

シリーズ マイナンバー 第 3 弾

「マイナちゃんのナニなに？　マイナンバー」

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
の
ナ
ニ
な
に
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

第
３
弾
と
な
る
今
回
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
解
説
し
ま
す
。

分
に
関
す
る
情
報
や
行
政
機
関
か
ら

自
分
に
対
し
て
の
必
要
な
お
知
ら
せ

情
報
な
ど
を
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど

か
ら
確
認
で
き
る
も
の
で
す
。
パ
ソ

コ
ン
が
な
い
方
で
も
利
用
で
き
る
よ

う
、
公
的
機
関
へ
の
端
末
配
置
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ

　

れ
る
の
は
日
本
国
籍
の
人

だ
け
？答　

日
本
国
籍
の
方
も
外
国
籍

　

の
方
も
、
住
所
を
有
す
る

方
に
は
す
べ
て
通
知
さ
れ
る
よ
。

【
解
説
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
住
民
票

コ
ー
ド
を
基
礎
に
し
て
作
成
さ
れ
る

た
め
、
住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
方

が
対
象
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
中
長

期
在
留
者
や
特
別
永
住
者
な
ど
の
外

国
人
も
含
ま
れ
ま
す
。　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
役
所
市
民
課

電
話　

７
２-

７
６
０
９

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

電
話　

０
１
２
０-

９
５-

０
１
７
８

個人番号カード（みほん）

（裏面）

本庁および支所の窓口に申請書をご持参いただくと、
希望者には顔写真撮影の無料サービスをいたします。
( 三好市に住民票のある人に限ります )

（表面）
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現
在
三
好
市
で
は
、
新
庁
舎
の

整
備
に
向
け
て
、
そ
の
骨
格
と
な

る
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
て

い
ま
す
。

　

新
庁
舎
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
ほ
か
、
市
民
交
流
・
協
働

の
拠
点
と
し
て
の
利
用
も
想
定
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画
策
定
に

あ
た
っ
て
、
実
際
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
幅
広

く
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
考
え
、

こ
の
た
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企

画
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

《
募
集
要
領
》

募
集
人
数
▼
30
人
程
度

募
集
期
間
▼
11
月
10
日
（
火
）
以

降
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
終
了
ま
で

随
時
受
け
付
け

応
募
資
格
▼
11
月
10
日
現
在
、
満

15
歳
以
上
で
、
市
内
に
在
住
も
し

く
は
在
勤
・
在
学
し
、
新
庁
舎
の

整
備
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方
。

た
だ
し
、
未
成
年
の
方
は
保
護
者

同
伴
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
▼
12
月
か
ら
平
成
28
年

2
月
頃
ま
で
（
３
回
程
度
の
開
催

を
予
定
）

応
募
方
法
▼
応
募
先
ま
で
電
話
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
氏
名
・
住
所
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
と
参
加

可
能
な
時
間
帯
を
次
の
区
分
に
よ

り
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
参
加
可
能
時
間
帯
：
平
日
昼

間
、
平
日
夜
間
、
休
日
昼
間
、
休

日
夜
間

選
考
方
法
▼
先
着
順
（
た
だ
し
、

応
募
資
格
の
確
認
の
た
め
に
お
時

間
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

結
果
通
知
▼
折
り
返
し
、
電
話
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
に
て
通
知
し
ま
す
。

【
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
７
８-

８
５
０
１

三
好
市
池
田
町
シ
ン
マ
チ

１
５
０
０
番
地
２

三
好
市
役
所
総
務
部
管
財
課

【
電
話
】
７
２-

７
６
３
５

【
Ｅ
メ
ー
ル
】 kanzai@

city.
tokushim

a-m
iyoshi.lg.jp

 

 NO.　04

「
三
好
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
三
好
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

　

三
好
市
で
は
、
人
口
減
少
対
策
と
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
「
三
好
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
三
好
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

ビ
ジ
ョ
ン
や
総
合
戦
略
に
つ
い
て
皆
さ
ま
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、「
総
合
戦
略
の
方
針
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

シリーズ
地方創生

　

前
回
の
「
シ
リ
ー
ズ
地
方
創
生
」

で
は
、
三
好
市
に
お
い
て
人
口
減
少

の
ス
ピ
ー
ド
を
抑
制
し
人
口
構
造

の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
山
間
地

域
で
は
児
童
数
の
現
状
維
持
、
ま

た
比
較
的
平
地
が
多
い
地
域
で
は
、

若
年
女
性
人
口
の
50
％
以
上
を
維

持
す
る
考
え
を
基
に
、
将
来
の
人

口
目
標
と
し
て
２
０
４
０
年
時
点
で

１
４
０
０
０
人
超
を
確
保
す
る「
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
説
明
を
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
、将
来
に
わ
た
っ
て
の
「
人

口
減
少
問
題
の
克
服
」
と
「
成
長

力
の
確
保
」
を
図
る
た
め
の
総
合
戦

略
の
方
針
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

三
好
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
方
針

　
三
好
市
で
は
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
三
好
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
将
来
像
と

し
て
「
訪
れ
て
よ
し
・
触
れ
て
よ
し
・

住
ん
で
よ
し
」
笑
顔
創
生
・
三
好

を
掲
げ
、
国
や
徳
島
県
の
総
合
戦

連載  地域おこし協力隊活動報告 ㊼
旅するパンプキンプロジェクト活動報告　

渡邊　みどり
　

私
の
赴
任
当
初
か
ら
の
テ
ー
マ

は
、
子
ど
も
た
ち
に
体
験
の
機
会
を

創
出
す
る
こ
と
。
3
年
目
の
こ
の
春

よ
り
実
施
し
た
2
つ
の
活
動
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
6
月
か
ら
3
か
月
に
わ

た
っ
て
取
り
組
ん
だ
「
英
語
絵
本
作

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
市
内
の
み
な

ら
ず
、
美
馬
市
や
阿
波
市
か
ら
20
名

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。
三
野
町
で
教
壇
に
立
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
も
あ
る
絵

本
作
家
く
す
の
き
し
げ
の
り
先
生

を
始
め
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
羽
尻

利
門
先
生
、
池
田
中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

ア
ヤ
ナ
先
生
な
ど
強
力
な
助
っ
人

を
得
て
、
お
話
・
挿
絵
・
英
訳
そ
し

て
製
本
ま
で
子
ど
も
た
ち
が
自
ら

の
手
で
行
い
ま
し
た
。
徳
島
が
誇
る

阿
波
踊
り
や
吉
野
川
・
う
だ
つ
の
町

並
み
、
中
に
は
サ
ギ
ソ
ウ
や
児
啼
爺

と
い
っ
た
三
好
市
な
ら
で
は
の
作

品
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
池
田
と
井

川
の
図
書
館
で
公
開
中
で
す
。
子
ど

も
た
ち
の
力
作
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
そ
し
て
、
10
月
10
日
に
開
催
し
た

「
う
だ
つ
の
ま
ち
の
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」。
１
０
０
名

を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

て
く
れ
、
本
物
の
カ
ボ
チ
ャ
を
使
っ

た
ラ
ン
タ
ン
作
り
や
う
だ
つ
通
り

で
お
菓
子
集
め
な
ど
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

な
ら
で
は
の
遊
び
を
し
ま
し
た
。
お

菓
子
の
配
布
を
お
願
い
し
て
い
た

お
宅
の
方
が
仮
装
を
し
て
待
っ
て

い
て
く
れ
た
り
と
、
さ
ら
に
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の

イ
ベ
ン
ト
も
お
力
添
え
を
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

新庁舎計画づくり
ワークショップに
参加していただけ
る方を募集します

略
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
地
方
に

お
け
る
仕
事
づ
く
り
」「
新
し
い
人

の
流
れ
づ
く
り
」「
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
環
境
づ
く
り
」「
活
力
あ

る
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
」
に

基
づ
き
、
市
の
戦
略
目
標
と
し
て

別
表
の
５
つ
の
柱
を
設
定
し
、
各
柱

に
対
す
る
主
な
施
策
を
織
り
込
み
、

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
の

５
か
年
の
総
合
戦
略
の
方
針
を
第

２
回
三
好
市
地
方
創
生
推
進
協
議

会
に
示
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
総
合
戦
略
の
方
針
に

対
す
る
事
業
を
取
り
ま
と
め
て
、

来
年
３
月
ま
で
に
「
三
好
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
「
三
好
市
ま
ち
・ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
、
人
口
減
少
の
抑
制
と
人
口
構

造
の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

第
２
回
三
好
市
地
方
創
生
推
進
協

議
会
を
開
催
し
ま
し
た

　　

先
般
、
９
月
29
日
に
第
２
回
三

好
市
地
方
創
生
推
進
協
議
会
を
三

好
市
本
庁
舎
に
お
い
て
開
催
し
、
三

好
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
方
向
性
に
つ
い
て
話
し

合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
三
好
市
の
特

徴
を
生
か
し
て
、
コ
ア
（
中
核
）

な
部
分
に
絞
っ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

（
価
値
を
高
め
る
こ
と
）
が
必
要
」

「
若
者
定
住
な
ど
住
宅
政
策
に
よ

り
転
出
者
の
抑
制
の
取
り
組
み
を

実
施
」「
Ｕ
タ
ー
ン
・
孫
タ
ー
ン
政

策
に
は
、
徳
島
県
人
会
の
三
好
市

出
身
者
な
ど
と
連
携
」「
若
年
夫

婦
が
定
住
す
る
た
め
に
は
、
安
心

し
て
出
産
や
生
活
が
出
来
る
環
境

整
備
が
必
要
」
な
ど
の
意
見
や
提

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
三

好
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
第

２
回
協
議
会

の
資
料
を
公

開
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▲ハッピーハロウィンパーティーでお菓子
をもらう子どもたち

▲子どもたちが作った英語絵本

【別表】三好市まち・ひと・しごと創生総合戦略の方針（総合戦略期間：平成 27 年〜 31 年度の 5 か年）

　
　
　
　「
訪
れ
て
よ
し
・
触
れ
て
よ
し
・
住
ん
で
よ
し
」

　
　
　
　  

笑
顔
創
生
・
三
好

【
戦
略
目
標
１
】
働
く
場
を
創
る
三
好

①
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
の
創
出

②
産
業
の
担
い
手
育
成
支
援

③
地
域
資
源
を
生
か
し
た
モ
ノ
づ
く
り
の
推
進

【
戦
略
目
標
２
】
ひ
と
を
呼
び
こ
む
三
好

①
移
住
・
定
住
の
促
進

②
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

【
戦
略
目
標
３
】
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
叶
え
る
三
好

①
結
婚
希
望
者
へ
の
支
援

②
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備

③
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
の
環
境
整
備

④
新
し
い
時
代
に
「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育

【
戦
略
目
標
４
】
安
心
な
く
ら
し
を
守
り
、
地
域
を
つ
な
ぐ
三
好

①
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

②
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
元
気
な
地
域
づ
く
り

③
地
域
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材
の
育
成

④
地
域
を
つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

【
戦
略
目
標
５
】
未
来
に
「
ツ
ケ
」
を
残
さ
な
い
三
好

①
公
共
施
設
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

②
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く
個
別
計
画
の
策
定

③
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
の
推
進　

お
問
い
合
わ
せ
先
・
ご
意
見
先

三
好
市
役
所
地
方
創
生
推
進
課

電
話　

７
２-
７
６
０
７

総
合
戦
略

の
将
来
像
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三
好
市
内
を
走
行
エ
リ
ア
と
し
た
「
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
」

（
注
）
を
使
っ
た
実
証
実
験
（
試
験
走
行
）
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
試
験
走
行
時
に
は
、
安
全
運

転
講
習
を
受
け
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
乗
車
し
、
事
故
の
無
い
よ

う
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
走
行
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
実
証
実
験
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
期
間
】
11
月
中
旬
～
平
成
28
年
３
月
末
ま
で

【
事
業
内
容
】
魅
力
的
な
自
然
景
観
や
観
光
資
源
が
あ
り
な
が

ら
、
現
地
ま
で
の
道
路
事
情
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
観
光

客
が
訪
れ
て
い
な
い
隠
れ
た
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
ま
で
足
を
伸

ば
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
新
た
な
移
動
手
段
と
し
て
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
主
要
観
光
エ
リ
ア
で
あ
る
大
歩
危
・
祖

谷
地
域
で
の
新
た
な
観
光
の
目
玉
と
し
て
、
国
土
交
通
省
の
補

助
金
を
活
用
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
学
識
経
験
者
や
地

元
有
識
者
、
地
元
関
係
業
者
な
ど
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
組
織

し
、
そ
の
中
で
、
今
回
の
実
証
実
験
の
結
果
を
も
と
に
、
将
来

的
な
導
入
の
可
能
性（
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）を
探
り
ま
す
。

（
注
）
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
、
環
境
性
能
に
優
れ
、
コ

ン
パ
ク
ト
で
小
回
り
が
利
く
、
地
域
の
気
軽
な
移
動
手
段
と

し
て
期
待
さ
れ
る
１
～
２
人
乗
り
の
超
小
型
電
気
自
動
車
の

こ
と
で
す
。
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
全
国
39
か
所
の
自
治
体

で
実
証
実
験
が
行
わ
れ
、
既

に
兵
庫
県
六
甲
山
、
奈
良
県

明
日
香
村
な
ど
で
は
観
光
用

と
し
て
、
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
役
所
観
光
課

（
☎
７
２-

７
６
２
０
）

 　市民大学講座・人権教育講演会
【
日
時
】
12
月
５
日
（
土
）

13
時
30
分
～
15
時

【
場　
所
】

三
好
市
池
田
総
合
体
育
館

【
演
題
】

可
能
性
へ
の
挑
戦

　
　

～
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
～

【
講
師
】
舞
の
海
秀
平
さ
ん

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

１
９
６
８
年
青
森
県
生
ま
れ
。
日
本
大
学
相
撲
部
で
活

躍
。
山
形
県
の
高
校
教
師
に
内
定
し
て
い
た
が
、夢
で
あ
っ

た
大
相
撲
へ
の
道
を
か
な
え
る
た
め
、
周
囲
の
反
対
を
押

し
切
り
大
相
撲
入
り
を
決
意
。
し
か
し
、
基
準
の
身
長
に

足
り
ず
、
一
度
目
の
新
弟
子
検
査
に
不
合
格
。
頭
に
シ
リ

コ
ン
を
入
れ
、
壮
絶
な
１
か
月
を
過
ご
し
、
２
度
目
の
検

査
で
合
格
し
、
１
９
９
０
年
５
月
出
羽
海
部
屋
に
入
門
。

同
月
、幕
下
付
け
出
し
で
初
土
俵
を
踏
む
。
翌
年（
四
股
名・

舞
の
海
）
十
両
に
昇
進
し
、
９
月
に
幕
内
入
り
を
果
た
す
。

角
界
最
小
の
体
で
「
猫
だ
ま
し
」「
八
艘
飛
び
」
な
ど
の
技

で
フ
ァ
ン
を
沸
か
せ
「
技
の
デ
パ
ー
ト
」
の
異
名
を
と
る
。

　

１
９
９
９
年
11
月
の
引
退
ま
で
に
技
能
賞
を
５
回
受
賞
。

　

引
退
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
相
撲
解
説
者
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
講
演
な
ど
幅
広
く
活
躍
。

　

現
在
、
近
畿
大
学
経
営
学
部
客
員
教
授
。

※
駐
車
場
は
、
船
井
電
機
跡
地
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
７
２-

３
９
０
０
）

　

三
好
市
で
は
、
学
校
給
食
衛
生

管
理
基
準
に
基
づ
い
た
、
給
食
食

材
に
係
る
物
資
納
入
業
者
の
登
録

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
給
食
用

物
資
を
納
入
し
よ
う
と
考
え
て
お

ら
れ
る
業
者
の
方
は
、
登
録
説
明

会
に
ご
参
加
の
上
、
申
請
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行

い
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
11
月
27
日
（
金
） 

19
時
～

【
場
所
】
三
好
市
池
田
総
合
体
育
館

２
階
会
議
室

【
登
録
の
内
容
】

平
成
28
年
度
の
市
立
幼
小
中
学
校

に
使
用
す
る
学
校
給
食
用
物
資
納

入
業
者
と
し
て
の
登
録

【
主
な
資
格
要
件
】

①
三
好
市
に
事
業
所
を
有
す
る
こ

と
。
ま
た
は
徳
島
県
内
に
本
店
、

支
店
お
よ
び
営
業
所
ま
た
は
製
造

加
工
の
施
設
を
有
し
、
迅
速
に
連
絡

調
整
お
よ
び
配
送
が
で
き
る
こ
と
。

②
学
校
給
食
の
趣
旨
を
理
解
し
、

「
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
」
に

基
づ
き
、
三
好
市
学
校
給
食
の
運

営
に
協
力
す
る
こ
と
。

③
営
業
経
歴
、
経
営
状
況
が
良
好

で
あ
り
引
き
続
き
２
年
以
上
そ
の

事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
。

④
市
税
が
完
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑤
固
定
さ
れ
た
営
業
施
設
を
有

し
、
常
時
営
業
を
行
い
、
販
売
実

績
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
。

⑥
品
質
管
理
が
十
分
に
行
わ
れ
、

生
産
か
ら
納
入
ま
で
食
品
の
安
全

と
衛
生
管
理
が
徹
底
し
て
い
る
と

と
も
に
、
従
業
員
の
衛
生
管
理
も

十
分
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
。

⑦
仕
入
れ
お
よ
び
製
造
加
工
能
力

が
十
分
あ
り
、
指
定
し
た
期
日
・

時
刻
・
場
所
に
納
入
で
き
る
配
送

能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

　

に
し
阿
波
の
魅
力
あ
る
資
源
を

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
磨
き
あ

げ
、
期
間
限
定
で
観
光
客
や
地
域

住
民
の
皆
さ
ま
方
に
提
供
を
行
う

「
あ
わ
こ
い
」
を
２
０
１
３
年
冬

期
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
限
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

イ
ベ
ン
ト
は
、
別
府
八
湯
温
泉
博

覧
会
（
ハ
ッ
ト
ウ
・
オ
ン
パ
ク
）

で
始
ま
り
全
国
に
広
ま
る
「
オ
ン

パ
ク
手
法
」
を
取
り
入
れ
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
本
年
度
は
、
来

年
２
月
６
日
か
ら
３
月
21
日
ま
で

の
45
日
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
あ
わ
こ
い
」
を
に
し

阿
波
地
域
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
一
層
盛
り
あ
げ
て
い
く

よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
提
供
頂

け
る
事
業
者
さ
ん
を
広
く
募
集

い
た
し
ま
す
。
11
月
中
旬
に
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
の
講
習
会

も
開
催
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

あ
わ
こ
い
事
業
者
と
し
て
ご
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
募
集
締
切
】

11
月
30
日
（
月
）
ま
で

※
オ
ン
パ
ク
手
法

　
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
（
人
・

モ
ノ
）
を
地
域
発
案
型
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
一
定
期
間
内
に

集
中
し
て
提
供
す
る
地
域
お
こ
し

の
新
た
な
モ
デ
ル
。

　
「
オ
ン
パ
ク
」
を
き
っ
か
け
に
、

新
た
な
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ

ネ
ス
が
産
ま
れ
る
例
も
あ
り
、
産

業
振
興
に
も
効
果
を
発
揮
し
て
い

ま
す
。

オ
ン
パ
ク
の
仕
組
み

①
地
域
資
源
を
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
観
光
客
を
呼
ぶ
仕
組
み
。

②
や
っ
て
み
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
仕
組
み
。

③
や
り
た
い
人
を
つ
な
ぎ
、
よ
り

魅
力
的
な
も
の
を
作
る
仕
組
み
。

④
な
い
も
の
ね
だ
り
で
は
な
く
、
あ

る
も
の
み
が
き
す
る
仕
組
み
。

⑤
作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ま
と
め
て

宣
伝
す
る
仕
組
み
。

⑥
オ
ン
パ
ク
手
法
を
共
有
す
る
地
域

間
の「
交
流
を
促
進
す
る
」仕
組
み
。

次
回
開
催
　
平
成
28
年
2
月
6
日
〜
3
月
21
日

      

あ
わ
こ
い
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

に
し
阿
波
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？◎

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
三
好
市
役
所
観
光
課 

あ
わ
こ
い
担
当

　
　
　
　
　
　
　

  （
☎
７
２-

７
６
２
０
）

▲奈良県明日香村での超小型
モビリティの走行風景

 

三
好
市
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
登
録
の
お
願
い

【
申
請
用
紙
な
ど
】

※
三
好
市
内
の
給
食
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
共
同
調
理
場
に
設
置
し
て
お

り
ま
す
。
現
在
、
お
取
り
引
き
の

あ
る
物
資
納
入
業
者
様
に
は
、
個

別
に
送
付
し
ま
す
が
、
行
き
違
い

な
ど
で
届
か
な
い
場
合
は
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

※
三
好
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
限
】　

平
成
28
年
１
月
13
日
（
水
）
17
時

ま
で

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
７
８-

０
０
０
１

三
好
市
池
田
町
ウ
エ
ノ
２
９
２
８

番
地
１　

池
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
２-

０
７
３
８
）

入
場

無
料

 　「超小型モビリティ」実証実験を行います

子
ど
も
た
ち
に
安
心
・
安
全
な
給
食
を

▲昨年のパンフレット
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私たちの大切な

地域医療 を守るために
住民・医療者・行政が一体となり、「地域医療」
を守っていくため、様々な情報を発信します

お
け
る
医
療
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

国
民
的
な
合
意
を
形
成
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に
も
、
高

齢
者
が
病
院
外
で
診
療
や
介
護
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
』
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
は
、
諸
外
国
に
例
を
み
な
い

ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
い

ま
す
。
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は

２
０
２
５
年
（
平
成
37
年
）
を
目
途

に
、
高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持
と
自
立

生
活
の
支
援
の
目
的
の
も
と
で
、
可

能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最

期
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

※
市
報
6
月
号
に
も
三
好
市
医
師
会

長
・
田
岡
清
三
郎
先
生
に
よ
る
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て

の
お
話
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
？

　

今
年
4
月
に
介
護
保
険
制
度
の
改

定
が
あ
り
ま
し
た
。
要
支
援
の
方
の

訪
問
介
護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
市
町

村
の
地
域
支
援
事
業
に
移
行
し
ま
し

た
。
平
成
25
年
8
月
に
出
さ
れ
た
社

会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
報
告
書

に
は
、『「
病
院
完
結
型
」
の
医
療
か

ら
「
地
域
完
結
型
」
の
医
療
へ
と
転

換
す
る
中
で
、
人
生
の
最
終
段
階
に

県立三好病院市民公開講座が開催されます

【
テ
ー
マ
】
地
域
包
括
ケ
ア
～
み
ん
な
で
守

る 

地
域
で
見
守
る 

あ
な
た
の
暮
ら
し
～

【
日
時
】
11
月
29
日
（
日
）

12
時
30
分
～
15
時
15
分
（
12
時
開
場
）

【
場
所
】
池
田
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

【
第
１
部
】

講
演
▼
「
自
分
ら
し
く
こ
こ
で
生
き
る

～
あ
な
た
の
役
割
～
」

講
師
▼
広
島
県
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
セ

ン
タ
ー
主
幹 

石
口
房
子
先
生　

内
容
▼
広
島
県
は
昭
和
49
年
か
ら
地
域

包
括
ケ
ア
に
取
り
組
み
、
現
在
は
他
県

他
圏
域
の
参
考
モ
デ
ル
と
な
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
今

回
の
講
師
で
あ
る
石
口
先
生
は
、
そ
の

第
一
線
で
指
揮
を
と
り
豊
富
な
経
験
を

お
持
ち
で
す
。
こ
の
地
域
に
生
か
せ
る

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

【
第
２
部
】
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア

を
考
え
る
」

パ
ネ
リ
ス
ト
▼
三
好
市
環
境
福
祉
部
長 

大
西
道
夫
氏
、
み
よ
し
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長 

片
山
健
一
氏
、
三
好
市

医
師
会
長 

田
岡
清
三
郎
氏
、
三
好
病
院

長 

住
友
正
幸
氏

内
容
▼
実
際
に
三
好
地
域
の
地
域
包
括

ケ
ア
構
築
に
関
わ
る
方
々
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

討
論
を
行
い
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
に
は
、
住
民
自

ら
が
自
主
的
、
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
自
分

を
取
り
巻
く
今
の
問
題
、
こ
れ
か
ら
の

問
題
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

【
主
催
】
三
好
病
院　

【
共
催
】
三
好
病
院
を
応
援
す
る
会
・
三

好
市
医
師
会
・
三
好
保
健
所　

【
後
援
】
三
好
市
・
東
み
よ
し
町

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
立
三
好
病
院
（
電
話
７
２-

１
１
３
１
）

Q　インフルエンザとはどんな病気？

Aインフルエンザウイルスの感染により、突然の高熱と全身のだるさ、筋肉痛などの全身症状が現れるこ
とが特徴です。通常、高熱が数日持続し、1 週間程度で回復します。時には、合併症を伴い重症になること
もあります。インフルエンザは、その年により流行の程度に差がありますが、通常、11 月から 12 月に始まり、
翌年の 1 月から 3 月ごろの間に増加します。

Q　インフルエンザにかからないためにはどうすればいいの？

Aインフルエンザ流行前に予防接種を受けることが、予防の基礎です。うがいや手洗いをしましょう。バ
ランスのよい食事と、十分な休養をとり、疲労を避けましょう。室内の換気を行い、適当な湿度を保ちま
しょう。人込みや繁華街への外出を控え
ましょう。もし外出するときにはマスク
を着用すると良いでしょう。

Q　インフルエンザにかかったらどの
ようにすればいいの？

A水分（お茶、ジュース、スープなど）
を十分に補給しましょう。安静にし、十
分な休養を。学校や職場は休みましょう。
早めに医療機関を受診して治療を受けま
しょう。
周りの方へうつさないために、マスクを
つけましょう（咳エチケット）。外出を
控えましょう。

教えて！インフルエンザ基礎知識　Ｑ＆Ａ

　平成 22 年度から全国の自治体で子宮頸がん予防ワクチン接種が実施さ
れていますが、接種後に広範囲に広がる痛みや手足の動かしにくさ、不随
意運動（体の一部が自分の意志に関係なく動いてしまうこと）などのさま
ざまな症状が報告され、現在では積極的に接種をお勧めしていません。
　三好市では 10 月から、接種後の症状（副反応）が持続している方が入院、
通院する際の医療費、交通費などを支給する制度を開始しました。
　三好市が実施したワクチン接種後に、以下のような症状が持続している
方は、健康づくり課にご相談ください。
【接種後の主な症状】
接種部位の痛みや腫れ、かゆみや出血、発熱、倦怠感、頭痛、腹痛、筋肉や関節の痛み、手足のしびれや脱
力、めまい、視力の低下や視野狭窄などの目の症状。呼吸困難、じんましんなどを症状とする重いアレルギー。
手足の力の入りにくさなどを症状とする末梢神経の病気。頭痛、嘔吐、意識の低下などを症状とする脳など
の神経の病気。広範囲に広がる痛みや手足の動かしにくさ、不随意運動。記憶障害など。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】
三好市役所健康づくり課（三好市保健センター内）電話 72-6767

子宮頸がん予防ワクチン接種後の副反応への支援制度を開始

　　
◎せき・くしゃみの際はティッシュなどで口
と鼻を押さえ、他の人から顔をそむけ１ｍ以
上離れる。
◎鼻汁・痰などを含んだティッシュをすぐに
ふた付きのごみ箱に捨てられる環境を整える。
◎咳をしている人にマスクの着用を促す。咳を
している場合、周りの方へうつさないために、マス
クを着用する。
◎マスクの使用は説明書を読んで、正しく着用する。

咳エチケット

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
　
　
　
実
現
に
向
け
て
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市
報
６
月
号
で
平
成
25
年
度
三
好

市
国
民
健
康
保
険
者
の
特
定
健
診
受

診
結
果
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
三
好

市
は
受
診
者
の
６
割
の
方
が
糖
尿
病

検
査
の
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
で
、
基
準
値
を

超
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
県
や
全

国
よ
り
高
く
な
っ
て
お
り
、
高
血
糖

の
予
防
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　　

 

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
…

　
初
期
の
高
血
糖
状
態
で
は
ほ
と
ん

ど
の
方
に
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
症
状
が
な
い
か
ら
と

そ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
で
お
く
と
、

動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
発
症
、
さ
ら
に

心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
生
死
に
か

か
わ
る
疾
病
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　　

 

血
糖
値
の
上
が
り
方

　　

食
事
を
す
る
と
血
糖
値
は
上
昇
し

ま
す
（
図
１
）。
血
糖
値
が
上
が
る
と

す
い
臓
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ

ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
す
ぐ
に
正
常

値
ま
で
戻
そ
う
と
し
ま
す
。
こ
の
と

き
、
血
糖
値
が
高
い
ほ
ど
イ
ン
ス
リ

ン
が
た
く
さ
ん
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
は
60
歳
を
過
ぎ

る
と
７
割
に
減
少
し
ま
す
。
血
糖
値

を
上
げ
す
ぎ
ず
、
す
い
臓
か
ら
の
イ

ン
ス
リ
ン
の
分
泌
を
十
分
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

次
に
、
血
糖
値
の
上
昇
を
緩
や
か

に
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

健幸な体と
心のために
できること

三好市役所 保険医務課
 電話 72-7613

健やかで幸せな心身は自分でつくる。
その手助けとなれるような情報を発信
していきます。

　

 

血
糖
値
の
上
昇
を

　

 

緩
や
か
に
す
る
ポ
イ
ン
ト

① 

１
日
３
食
き
っ
ち
り
と

　　

朝
食
を
食
べ
な
い
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
図
２
で
も
わ
か
る

よ
う
に
、
朝
食
を
ぬ
い
て
し
ま
う
と
、

昼
食
後
の
血
糖
値
が
朝
食
を
食
べ
た

と
き
よ
り
も
高
く
な
り
ま
す
。
１
日

３
回
朝
食
・
昼
食
・
夕
食
を
規
則
正

し
く
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
ゆ
っ
く
り
と
よ
く
噛
ん
で
食
べ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
血
糖
値
の
上
昇

を
緩
や
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
寝
る
３
時
間
以
上
前

に
夕
食
を
済
ま
せ
て
お
く
と
、
就
寝

中
の
高
血
糖
状
態
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
も
し
お
仕
事
な
ど
で
、
夕

食
が
遅
く
な
る
場
合
は
、
18
〜
19
時

の
早
い
時
間
帯
で
、
お
に
ぎ
り
な
ど

の
炭
水
化
物
だ
け
を
食
べ
、
そ
の
後

帰
宅
し
て
か
ら
お
か
ず
だ
け
を
食
べ
る

よ
う
に
す
る
と
、
翌
朝
に
か
け
て
の

血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

② 

食
物
繊
維
の
多
い
も
の
か
ら
食
べ
る

　　

食
物
繊
維
は
食
後
の
血
糖
値
上
昇

い
ま
か
ら
で
き
る

血
糖
値
を
上
げ
な
い
生
活

を
抑
制
し
ま
す
。
食
物
繊
維
は
ほ
と

ん
ど
消
化
吸
収
さ
れ
な
い
の
で
、
食

後
の
血
糖
値
を
上
げ
る
原
因
と
な
り

ま
せ
ん
。
食
物
が
消
化
管
を
流
れ
て

い
く
ス
ピ
ー
ド
を
遅
く
す
る
、
食
物

繊
維
が
食
べ
物
を
包
み
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
消
化
酵
素
の
働
き
を
遅
く
し

消
化
吸
収
を
緩
や
か
に
す
る
な
ど
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。食
べ
る
順
番
は
、

食
物
繊
維
を
多
く
含
ん
だ
野
菜
な
ど

の
お
か
ず
か
ら
肉
・
魚
、
ご
は
ん
の

順
番
に
食
べ
る
と
、
血
糖
値
の
上
昇

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

食
物
繊
維
は
野
菜
、
海
藻
、
き
の

こ
、
豆
、
玄
米
な
ど
の
穀
物
に
多
く

含
ま
れ
て
お
り
、
特
に
玄
米
な
ど

の
穀
物
の
食
物
繊
維
に
は
糖
尿
病

の
発
症
予
防

効
果
が
高
い

こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら

の
食
品
を
毎

食
と
り
入
れ

ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
が
血
糖
値
の
上
昇
を
緩
や
か

に
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
こ
れ
か
ら

外
食
の
機
会
が
増
え
る
時
期
と
な
り

ま
す
の
で
、
体
に
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
な
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

特定健診は 12月末までです！　もう受診されましたか？

朝食 昼食 夕食

血糖値
インスリン

【図 1】血糖値とインスリンの分泌【図 2】朝食を食べた場合と食べなかった場合の
　　　 血糖値の上昇の違い

朝食をぬいてしまうと昼食後の血糖
値が朝食を食べた時より高くなる。

朝食を食べると昼食後の血糖値
が朝食後より低くなる

　

特
定
健
診
は
、
血
液
検
査
等
で
自
分

の
身
体
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
自

覚
症
状
の
出
に
く
い
生
活
習
慣
病
の
発

症
や
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。(

40
～
74
歳
を
対
象)

　

時
間
が
か
か
ら
ず
、
簡
単
な
検
査
で

肝
機
能
や
血
中
糖
質
な
ど
22
項
目
が
検

査
で
き
ま
す
。

　

集
団
健
診
で
受
診
で
き
な
か
っ
た
方

や
、
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
も
、
特

定
健
診
は
12
月
末
ま
で
医
療
機
関
で
受

診
で
き
ま
す
。
治
療
中
の
方
も
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
の
上
、
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
30
歳
代
の
方
も
、
同
様
の
内
容

で
「
み
そ
じ
健
診
」
を
三
好
市
内
の
医

療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。
12
月
末
ま

で
が
受
診
期
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、「
特
定
健
診
」「
み

そ
じ
健
診
」
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 国民健康保険証
◎ 特定健康診査受診券
→７月初旬に保険医務課よりお送りして
　います。紛失された場合は、再発行い
　たしますので、保険医務課へご連絡く
　ださい。
◎ 健診費用　1,000 円

【お問い合わせ先】
三好市役所保険医務課（☎ 72-7613）

特定健診を医療機関で
受診の際に必要なもの

◎ 国民健康保険証
◎ みそじ健診受診券
→６月下旬に健康づくり課よりお送りしています。
　紛失された場合は、再発行いたしますので、健康
　づくり課へご連絡ください。
◎ みそじ健診問診票
→みそじ健診受診券の裏面が問診票となっております。
◎ 健診費用　1,000 円

【お問い合わせ先】三好市役所健康づくり課（保健セ
ンター内・☎ 72-6767）

みそじ健診を医療機関で
受診の際に必要なもの
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三好市役所人権室  ☎72-7622

お問い合わせ先
　いけだスポーツクラブ
　（電話 72-5755）

☆場所はすべて池田総合
体育館。ただし、フラダン
スはフジヤマビル、グラウ
ンドゴルフは吉野川運動公
園でオープンスクールとし
て開放しています。

☆都合で曜日や時間が変
更になる場合がございます。

いけだスポーツクラブ 12 月教室開設日

教 室 名 開 設 日
グランドゴルフサークル 毎週 月・水・金
キッズ＆ジュニアスポーツプログラム

Jr. バレーボール 7・14・21
キッズサッカー 5・12・19・26
カワイげんきアップ体操 5・12・19・26

ヒーロー養成講座

野球（池田球場） 5・12・19・26
バレーボール 3・10・17
ハンドボール 1・8・12・22

教 室 名 開 設 日
ヨーガ月曜コース 7・14・21
ヨーガ木曜コース 3・17
肩こり予防＆リフレッシュ体操 4・18
フライングディスク 10
さわやかママさん体操教室 10・24
レッツ体力づくり 9
史跡巡りウオーキング 17（大和川盆地）

ロコモ予防教室 10・17・24
3（山城公民館）

フラダンス 10・24

ロコモ予防出前教室を
１２月３日、山城公民館で 10 時から開催します

　

香
山
先
生
は
、講
演
の
最
初
に
「
徳

島
県
は
、
女
性
社
長
が
一
番
多
い
」
と

徳
島
県
を
称
賛
さ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
進
み
、

国
際
的
な
活
躍
を
す
る
人
も
多
い

が
、
社
会
の
中
で
女
性
に
と
っ
て
の

大
き
な
壁
は
依
然
と
し
て
高
い
の
が

現
実
で
す
。
名
前
を
出
せ
ば
有
名

な
国
内
の
大
手
企
業
に
お
い
て
、
今

で
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン
を
押

す
の
は
女
性
社
員
で
あ
る
と
い
う
信

じ
ら
れ
な
い
お
話
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
就
職
に
お
い
て
も
女
子
力
が
高

く
な
け
れ
ば
採
用
し
て
く
れ
な
い
社

会
の
現
実
と
、
同
期
入
社
し
て
も

２
、３
年
経
つ
と
出
世
す
る
割
合
は

男
性
社
員
の
方
が
多
く
、
産
休
・
育

休
が
主
流
に
な
っ
て
は
き
て
い
ま
す
が
、

結
婚
し
て
子
ど
も
が
で
き
る
と
ど
う
し

て
も
辞
め
る
の
は
女
性
で
す
。し
か
し
、

一
旦
会
社
を
辞
め
て
育
児
が
落
ち
着
い

た
時
期
の
再
就
職
は
難
し
く
、
女
性

の
年
代
ご
と
に
働
く
人
の
割
合
を
み

る
と
、
25
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
働
き

盛
り
の
年
代
は
、
結
婚
・
出
産
・
育

児
に
当
た
る
た
め
、
就
職
率
が
低
い
こ

と
か
ら
「
Ｍ
字
型
カ
ー
ブ
」
と
呼
ば

れ
、
依
然
と
し
て
解
消
さ
れ
て
は
い
ま

せ
ん
。
女
性
労
働
者
の
就
職
率
を
上

げ
る
た
め
に
は
、
子
育
て
し
な
が
ら
で

も
働
き
続
け
ら
れ
る
制
度
や
職
場
環

境
の
改
善
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
、

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
仕
事
と
育
児
の

両
立
に
つ
い
て
は
男
性
、
女
性
の
協
力

は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
企
業
に
お
け

る
働
き
方
の
見
直
し
や
両
立
支
援
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
は
女
性
の
就
職
率
が

高
く
Ｍ
字
カ
ー
ブ
は
解
消
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
日
本
は
男
性
中
心
の

社
会
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

肩
書
が
邪
魔
を
す
る

　

心
理
学
で
い
う
「
自
尊
感
情
」
は

自
分
で
自
分
を
評
価
し
そ
の
価
値
を

認
め
る
こ
と
で
す
が
、男
性
の
場
合
は
、

肩
書
き
や
収
入
が
そ
の
ま
ま
自
尊
感

情
に
つ
な
が
り
、
定
年
後
自
室
に
こ
も

り
、
い
つ
ま
で
も
会
社
の
名
前
が
入
っ

た
封
筒
が
捨
て
ら
れ
な
い
夫
は
、
一
向

に
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
こ

と
で
、
妻
か
ら
う
っ
と
う
し
い
と
の
相

談
が
多
く
あ
り
ま
す
。
反
対
に
女
性

の
場
合
は
、
自
分
の
肩
書
き
や
仕
事

で
の
成
果
で
は
な
く
て
、「
存
在
そ
の

も
の
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
と
嘆

く
事
が
多
い
の
で
す
。
妻
は
、
こ
れ
ま

で
の
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
真

剣
に
見
つ
め
、
自
分
ら
し
い
人
生
を

ま
っ
と
う
し
た
い
と
考
え
る
の
に
対
し

て
、
夫
は
仕
事
を
し
、
家
庭
を
養
っ

た
と
い
う
人
生
の
達
成
感
に
浸
り
が
ち

で
、
退
職
後
は
「
完
成
途
上
の
人
生
」

と
「
完
成
済
み
の
人
生
」
が
衝
突
す

る
の
で
す
。
定
年
後
の
生
活
環
境
の

変
化
に
よ
り
、
孤
独
感
な
ど
に
さ
い
な

ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
、「
肩
書
」
が
邪

魔
を
し
、
家
か
ら
外
に
出
ら
れ
な
い
方

も
い
ま
す
が
、
定
年
後
は
こ
だ
わ
り
を

捨
て
て
、
明
る
く
前
向
き
な
未
来
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

脳
を
そ
の
気
に
さ
せ
よ
う

　
「
自
己
成
就
的
予
言
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
心
理
学
で
は
、
自
分

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
処
方
箋

　
　
―
地
域
で
活
か
す
女
性
の
チ
カ
ラ
―

講
師
：
香
山 

リ
カ 

さ
ん

立
教
大
学
現
代
心
理
学
部
映
像
身
体
学
科
教
授
　
精
神
科
医

で
頭
の
中
で
、
例
え
ば
優
勝
し
た
自
分

を
想
像
し
行
動
す
る
と
、
実
際
に
そ

の
予
言
が
現
実
の
も
の
と
し
て
成
就
す

る
と
い
う
今
の
ス
ポ
ー
ツ
の
考
え
方
は

自
分
を
だ
ま
し
て
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
創

る
こ
と
で
そ
の
気
に
さ
せ
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。テ
ニ
ス
の
錦
織
圭
さ
ん
に
コ
ー

チ
の
マ
イ
ケ
ル
チ
ャ
ン
が
教
え
る
の
は
、

メ
ン
タ
ル
の
指
導
で
、
頭
の
中
で
優
勝

し
た
自
分
を
想
像
す
る
こ
と
で
、
後

は
優
勝
に
向
か
い
プ
レ
イ
す
れ
ば
結
果

が
つ
い
て
く
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
作
る
こ
と
で
す
。
自
己
の
予

言
や
主
観
的
期
待
に
沿
う
よ
う
な
結

果
を
生
む
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
日
常
生
活
に

お
い
て
も
、
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
し
な
い

よ
う
に
、
気
軽
に
自
分
を
褒
め
、
体

を
休
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
が
喜
ぶ

時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
し
ん
ど
い

時
は
誰
か
に
寄
り
か
か
り
。
話
を
聞
い

て
も
ら
っ
た
り
助
け
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
自
分
も
誰
か
の
た
め
に

助
け
て
と
い
う
声
を
聞
い
た
ら
誰
か
の

力
に
な
る
、
そ
ん
な
日
常
生
活
を
過

ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
権
に
配
慮
し
た
生
き
方
は
、
自

分
に
余
裕
を
持
つ
こ
と
で
、
家
族
や

周
囲
の
人
に
対
し
て
も
思
い
や
る
気

持
ち
を
持
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
自

分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
処
方
箋
は
、

今
あ
る
自
分
ら
し
さ
を
褒
め
て
あ
げ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

三好市防災フェアが
開催されました

「高めよう一人一人の防災意識」をテーマに

　
「
高
め
よ
う
一
人
一
人
の
防
災
意

識
」
を
テ
ー
マ
に
楽
し
み
な
が
ら
防

災
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
お
う
と
10

月
18
日
、
フ
レ
ス
ポ
阿
波
池
田
駐
車

場
で
三
好
市
防
災
フ
ェ
ア
が
開
か

れ
、
親
子
連
れ
な
ど
約
４
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
消
火
器
で
の
消
火
活

動
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
や
降

雨
体
験
、
非
常
食
の
試
食
な
ど
が
で

き
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
消
防

車
な
ど
の
試
乗
コ
ー
ナ
ー
や
住
宅
の

耐
震
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、

来
場
者
は
、
防
災
に
関
す
る
各
種
展

示
や
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
防
災
意

識
を
深
め
ま
し
た
。

　

震
度
7
の
地
震
を
起
震
車
で
体
験

し
た
参
加
者
は
、「
こ
ん
な
に
激
し

く
揺
れ
る
と
は
想
像
も
し
て
い
な

か
っ
た
。
自
宅
の
家
具
の
固
定
な
ど

で
き
る
こ
と
か
ら
対
策
に
取
り
組
み

た
い
」
と
語
り
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
学
び
体
験
す
る
こ
と
で
、
防
災
の

大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

役
立
つ
防
災
グ
ッ
ズ
10
点
が
セ
ッ
ト

と
な
っ
た
非
常
持
出
袋
な
ど
が
当
た

る
福
引
き
大
会
も
行
わ
れ
、
多
く
の

参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

試
験
放
送
を
行
い
ま
す

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時

に
備
え
、
次
の
と
お
り
情
報
伝
達
訓

練
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
全
国
の
自
治
体
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
行
わ

れ
、
三
好
市
で
は
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
を

用
い
て
行
い
ま
す
。

　

緊
急
情
報
と
し
て
伝
達
さ
れ
る
た

め
、
最
大
音
量
に
よ
る
放
送
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
訓
練
日
時
】

平
成
27
年
11
月
25
日
（
水
）

11
時
00
分
頃

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
な
ど
に
よ

り
訓
練
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
放
送
内
容
】

最
初
に
チ
ャ
イ
ム
が
流
れ
ま
す
。　

放
送
内
容
…「
こ
れ
は
テ
ス
ト
で
す
」

（
3
回
繰
り
返
し
）
続
い
て
、「
こ
ち

ら
は
、
防
災
三
好
市
で
す
」　

最
後

に
チ
ャ
イ
ム
が
流
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
役
所 

危
機
管
理
課

☎
７
２- 

７
６
２
５



　　

中央図書館
［一般書］■その痛みやモヤモヤは「気象病」が原因だっ
た／渡邊章範 ■まだなにかある／パトリック・ネス　［児
童書］■クレヨンしんちゃんのまんが世界遺産おもしろ
ブック／臼井儀人  ［絵本］ ■おかあしゃん。はぁい。／
くすのきしげのり ■ころころくるりん／長野ヒデ子

井川図書館
［一般書］■辺境生物はすごい／長沼毅 ■なぜ日本人は、
一瞬でおつりの計算できるのか／川口マーン惠美 ■木
暮荘物語／三浦しをん  ［児童書］ ■ワンダー／ R.J. パ
ラシオ ■よるのせかいをのぞいてみよう／アナ・ミル
ボーン ■あなたをずっとあいしてる／宮西たつや

新着図書の紹介

［児童書］中央図書館

サッカーの神様
著者：メアリー・ポープ・オズボーン
魔法のツリーハウスでいろいろな
時代へ冒険に出かけていたジャッ
クとアニー。サッカーの神様と
い わ れ る ペレ選 手 に 会う た め、
1970 年ワールドカップの決勝戦
を見に行くことになったが…。

［一般書］井川図書館

ウィメンズマラソン
著者：坂井希久子
私の未来、掴めるのは私だけだ。
岸峰子。30 歳。シングルマザー。
ロンドンは、走ることができなかっ
た。2 年半のブランクを経て、再
び五輪を目指す。復活の、ラスト
チャンス…。

新着図書は上記以外にもありますので、各図書館にお
問い合わせください。

■ 12 月の行事予定

［中央図書館］おはなし会 11 時〜 11 時 30 分（毎週土曜日）

［井川図書館］おはなしひろば  10 時 30 分〜（毎週土曜日）

■ 12 月の休館日

・中央図書館　毎週水曜日、12月29日〜1月3日（年末年始）

・井川図書館　毎週火曜日、12月29日〜1月3日（年末年始）

■ 巡回配本日程（12 月）

1 日　井川 - 西井川小（低学年） 三野 - 芝生小（高学年）

3 日　山城 - 山城幼・小（低学年） 池田 - 旧大利郵便局前

4 日　池田 - 三縄駅前 - 三縄幼・小

7 日　三野 - 芝生小（低学年）- 王地小

8 日　山城 - 政友小 - 山城小（高学年）- 山城児童クラブ

10 日　東祖谷 - 祖谷歴史館 - 認定こども園 - 東祖谷小中

11 日　西祖谷 - 檪生小 山城 - 下名小

14 日　井川 - 井内幼・小 - 西井川小（高学年）

15 日　西祖谷 - 吾橋幼・小 - 山城荘

21 日　池田 - 萩田商店前 - 箸蔵幼 - 箸蔵小

24 日　池田 - 馬路小 - 白地幼 - 白地小

・都合により巡回日・時間などが変更になる場合があります。

・利用される方は、三好市中央図書館までお問い合わせください。

■ イベントのお知らせ［中央図書館］

ＤＶＤ鑑賞会（先着 25 名・要申込）

「六月燈の三姉妹」　

出演：吹石一恵・徳永えり・吉田羊 他

日時：11 月 28 日（土）・29 日（日）10 時 10 分〜

場所：三好市中央図書館　シアター室

クリスマス会　（参加無料）主催：いけだコスモスの会

日時：12 月 13 日（日）14 時〜 15 時

場所：三好市中央公民館 4 階 大ホール

■ 館内展示のご案内［井川図書館］　

寒い冬、こたつのおともに読書はいかがですか？季節の本を

展示中です。

中央 ☎72-2781　　開館時間 10～19時
井川 ☎78-4311　　開館時間 9～19時

うなぎ上りの評価「落合集落」
▼
い
ま
や
、
国
内
は
も
と
よ
り
外
国
人
か

ら
も
大
い
に
評
価
さ
れ
、
観
光
客
が
急
増

し
て
い
る
三
好
市
東
祖
谷
の「
落
合
集
落
」。

こ
こ
は
、
10
年
前
に
国
か
ら
、
山
村
集

落
と
し
て
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
」
に
選
定
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。

▼
10
月
31
日
に
は
、
選
定
10
周
年
を
記

念
し
「
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
未
来
へ
の
展

望
」
を
テ
ー
マ
に
東
祖
谷
文
化
伝
習
ホ
ー

ル
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
関
係

者
ら
１
０
０
人
が
集
ま
り
、
先
人
か
ら
受

け
継
い
だ
歴
史
遺
産
の
大
切
さ
や
歴
史
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
議
論
さ
れ
た
。

▼
急
傾
斜
面
に
拓
か
れ
た
落
合
集
落
は
、

東
西
７
５
０
ｍ
、
南
北
８
５
０
ｍ
、
面
積

33
ｈ
ａ
で
地
区
内
の
高
低
差
は
４
０
０
ｍ

に
及
ぶ
。
こ
の
山
村
集
落
に
外
国
人
の
宿

泊・滞
在
が
急
増
し
、
地
域
の
高
齢
者
は
、

英
会
話
の
勉
強
に
も
励
ん
で
い
る
。

▼
急
傾
斜
地
域
の
「
暮
ら
し
」
や
「
茅

葺
民
家
」
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
落
合
集
落

は
、
観
光
産
業
と
し
て
の
価
値
を
高
め
て

い
る
。
課
題
は
、
後
継
者
の
育
成
で
あ
る

が
、
こ
の
地
区
は
世
界
農
業
遺
産
登
録
へ

の
準
備
中
で
あ
り
、
認
定
の
暁
に
は
課
題

解
決
へ
向
け
て
大
い
な
る
前
進
に
な
ろ
う
。

市長コラム
　  Vol.4

黒
川 

征
一
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佐古 晃
こうへい

平 ちゃん
お兄ちゃんになった晃平。
これからも弟と仲良く
元気に大きくなってね♪

池田 3才

安藤 遙
は る か

香 ちゃん
元気でおしゃべり大好
きはるかちゃん、３歳の
お誕生日おめでとう☆

池田 3才

沖 美
み ゆ こ

友子 ちゃん
妹のお世話をしてお姉
ちゃんらしくなったね♪
３歳おめでとう！

池田 3才

大野 雅
ま さ や

弥 ちゃん
元気いっぱいまさやくん
♡お兄ちゃんと仲よく元
気に大きくなってね♪

三野 3才

中川 太
たいよう

耀 ちゃん
お誕生日おめでとう♡    
元気いっぱいの太耀が    
みんな大好きだよ♡♡

池田 2才

山下 友
と も き

輝 ちゃん
２歳おめでとう！妹思いの
お兄ちゃん♡これからも仲
よく元気に大きくなってね！

井川 2才

浦岡 璃
り あ

歩 ちゃん
笑顔いっぱいおてんば璃
歩ちゃん♡みんなをたく
さん笑顔にさせてね♪

三野 2才

下川 新
あらた

 ちゃん
１歳のお誕生日おめでと
う。これからもいっぱい
遊んで大きくなってね。

池田 1才

小原 沙
さ な

奈 ちゃん
誕生日おめでとう。こ
れからも元気にすくすく
育ってね。沙奈大好き♡

池田 1才

12月生まれのお子様（1歳〜3歳）募集中！

①氏名（ふりがな） ②性別 ③年齢（誕生月での年齢） ④生年月日 ⑤保護者氏名 ⑥住所 ⑦電話番号 ⑧簡単なコメント（30 字程度。文字
数が多い場合は一部修正することがあります。E メールの場合、携帯電話の絵文字は表示されませんのでご注意ください）⑨ケーブルテ
レビへの情報提供の可否を書いた用紙と写真（写真の裏に氏名を）を三好市役所秘書人事課までお送りください。12 月号の締切は11月
20 日です。★ 写真はトリミングします。また写真は返却できませんので、ご了承ください。★ デジカメなどの場合は、データを秘書人事
課まで直接お持ちになるか、Ｅメール（koho@city.tokushima-miyoshi.lg.jp）でお送りください。

Happy Birthday

11 月

【写真上】政友小学校での
食育教室の様子【写真右】
東祖谷中学校での食育教室

　

子
ど
も
た
ち
に
自
分
で
調
理
し
て
食
べ
る

こ
と
で
、
食
育
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お

う
と
10
月
3
日
、
三
好
市
学
校
食
育
推
進

委
員
会
に
よ
る
、
お
や
こ
食
育
教
室
が
東
祖

谷
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は

「
今
日
も
元
気
に
頑
張
れ
る
朝
ご
は
ん
」
を

テ
ー
マ
に
、
保
護
者
や
食
育
教
室
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
教
わ
り
な
が
ら
切
り
干
し
大
根

と
ベ
ー
コ
ン
の
オ
ム
レ
ツ
、
野
菜
の
レ
モ
ン
し
ょ

う
ゆ
漬
け
、
具
だ
く
さ
ん
野
菜
ス
ー
プ
、
き

な
こ
バ
ナ
ナ
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
作
り
ま
し
た
。
同

委
員
会
で
は
、
希
望
の
あ
っ
た
市
内
の
小
中

学
校
で
教
室
を
開
く
予
定
で
、
10
月
22
日
に

は
政
友
小
学
校
で
地
元
産
農
作
物
を
使
っ
た

食
育
教
室
が
開
催
さ
れ
、
親
子
で
食
に
つ
い
て

の
知
識
や
食
生
活
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

豊
﨑
さ
ん
は
、
21
歳
の
時
に
山
城
町
の

郵
便
局
に
嫁
ぎ
、
電
話
交
換
手
と
し
て
勤

め
な
が
ら
1
男
1
女
を
育
て
ま
し
た
。
若

い
時
か
ら
旅
行
が
好
き
で
、
80
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
も
欧
州
一
周
旅
行
に
出
掛
け
て
い

ま
し
た
。
現
在
は
市
内
施
設
に
入
居
さ
れ

て
お
り
、
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
も
な
く
元

気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、

親
族
が
集
ま
り
賑
や
か
に
お
祝
い
を
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

豊
﨑 

千
惠 

さ
ん

（
山
城
町
大
川
持
）

10/20

祝 
百
歳
到
達

東
祖
谷
中
学
校
な
ど
で
お
や
こ
食
育
教
室



まちかどフォトニュース
おもしろいこと、珍しいもの、どんなことでもいいので耳よりな情報をお知らせください。

　三好市 秘書人事課  ☎ 72-7646

ひきこもりの事例や支援を学ぶ

　ひきこもりの方への支援について
理解を深めようと 10 月 8 日、障害
者定例支援会議の研修会が池田総合
体育館で開催されました。講師を務
めた秋田病院の高川明美さんから
は、「ひきこもりは長期間になるため、
どのような経過をたどっているかを
見極め、相談者の主訴をしっかり把
握することが大切」と語られ、参加
者は事例を通じて、ひきこもり支援
について実践的に学ぶとともに、支
援者間の情報交換を行い、支援体制
の充実を図りました。

第九合唱団が文化祭りで熱唱

　第 15 回西祖谷文化まつりが 10 月
11 日、檪生小学校体育館で開催され、
祖谷甚句や祖谷の粉引き節など伝統
舞踊が来場者に披露されました。15
回目を迎えた今回、総勢 32 名の三好
市民第九合唱団が、祖谷地方に伝わ
る伝説を歌にした「秘境祖谷加羅宇
多姫哀歌（作詞中川一男、作曲真鍋
順紀）」など 3 曲を情感あふれる声で
歌い上げ、会場から大きな拍手が送
られました。また、檪生小学校の児
童などによる生け花展や作品展示も
行われ、華やかな一日となりました。

10 年目を迎えた粉ひき節大会

　「祖谷の粉ひき節日本一大会」が 10
月3日から2日間にわたり、東祖谷歴
史民俗資料館伝習ホールで行われまし
た。祖谷を代表する民謡を後世に伝承
していこうと始まったこの大会も今年で
10 回目を迎え、少年少女の部をはじめ、
大人から子どもまで全国各地から69 名
の民謡愛好者がエントリーし、歌唱力を
競い合いました。総合優勝は大阪府か
らお越しの小田かつよさんで、素晴らし
い歌声に会場から大きな拍手が送られ
ました。また、歴代の優勝者による民謡
披露も行われ、舞台に華を添えました。

180 体のかかしがお出迎え

　東祖谷名頃のかかしの里で 10月4日、天空の郷かかしまつりが
開催されました。旧名頃小学校やその周辺らに展示された約 180 体
のかかしが来場者らを出迎え、楽しませました。また、地元住民によ
る祖谷そばやあめごの塩焼きなどのバザーも多く出店し、にぎわいまし
た。そのほか、かかし作り体験も行われ、10 人が参加しました。ア
ルゼンチンから来たマリアさんは、「かかしをつくるのは時間がかかる
し、表情をつけるのが難しいけれどとても楽しい」と真剣に1 針 1 針
心を込めて、かかしの顔にボタンで目をつけるなどして完成させました。

祖谷平家まつりで郷土芸能を披露
　かずら橋夢舞台で 10 月25日、祖谷平家まつりが開催され、平
家落人伝説を題材にした創作劇や加羅宇多姫伝説劇、祖谷衆太
鼓、祖谷に伝わる民謡・民舞などが披露されました。また、三好
市出身の浄瑠璃人形遣い勘緑さんによる、浄瑠璃公演も行われま
した。創作劇では、地元住民グループ「祖谷十八人会」と東祖谷
の小中学生らが「別

わ か れ

離二つ」を熱演し、観客を魅了しました。終
演後、恒例の平家の武士や侍女などに扮した武者行列が行われ、
会場内を練り歩き、訪れた大勢の観光客がカメラに収めていました。

落合重伝建 10 周年シンポジウム
　東祖谷落合の重要伝統的建造物群保存地区選
定 10 周年記念シンポジウムが 10 月 31 日、東
祖谷文化伝習ホールで開催されました。
　シンポジウムでは、元東京藝術大学客員教授
の日塔和彦さんを講師に迎え、「茅葺き集落落合
の保存と展望」と題し基調講演が行われました。
日塔さんは、「茅葺き屋根の耐久年数は短くなっ
てきている。技術者の育成が必要」と話されま
した。また、「山村集落落合の 10 年とこれから」
をテーマにパネルディスカッションが行われ、
東洋文化研究者のアレックス・カーさんら 6 人
から地域の魅力を体験する観光業にもっと力を
入れていくべきなどの意見が出されました。

災害に備え 三好浄化槽ネットワークと締結

　三好市は災害時における浄化槽および水道施設の
復旧支援活動に関する協定を 10 月 13 日、株式会
社三好浄化槽ネットワークと締結し、黒川市長と株
式会社三好浄化槽ネットワークの田原社長が三好市
役所で協定書に調印しました。協定の内容は、さま
ざまな自然災害などにより、水道施設や浄化槽など
が破損した場合、応急復旧工事や仮設トイレ提供等
の支援活動ついて、取り決めたものです。田原社長
から「地域と企業と市の三者が連携し、三好市がよ
くなるよう支援したい」とあいさつがありました。

明和クリーンと締結 災害時のために
　三好市は、地震等大規模災害時における災害廃棄
物の処理等に関する協定を 10 月 13 日、株式会社明
和クリーンと締結し、黒川市長と株式会社明和クリー
ン楠本社長が三好市役所で協定書に調印しました。
協定の内容は、地震等で大規模な災害が発生し、大
量の災害廃棄物が発生した場合に災害廃棄物の撤収、
収集、運搬、処理等の支援活動について、取り決め
たものです。楠本社長から「災害が起きたとき、市
民の生活が 1 日でも早く元どおりになるよう迅速に
対応したい」とあいさつがありました。
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百年蔵で青空マーケット

　自然の多い場所で、若い人に自然に
ふれてもらえるきっかけになればと「自
然の暦マーケット」が 10月31日、池
田町川崎にある百年蔵で行われまし
た。マーケットには、オーガニック食材
や材料を使ったお弁当や雑貨など三好
市内外から20 店舗が出店し、多くの
来場者でにぎわいました。また百年蔵
の中では、インドの楽器を使ったライブ
も行われ、来場者は自然と心地よい音
楽に癒されていました。その他にもマチ
トソラ芸術祭の期間中ということもあり
芸術祭の関連グッズも販売されました。

野菜たっぷりの芋煮に舌鼓

　伊予川の環境を保全し、将来に残し
ていくことを目的に秋の催しとして
定着している伊予川芋たき会が、11 
月 1 日に行われました。大鍋に用意
された芋煮は、地元で取れた新鮮なニ
ンジンや椎茸や白菜、こんにゃくなど
がふんだんに使われていて、訪れた
来場者に振る舞われました。このほ
か会場では、政友小の児童が地元の
茶畑で摘んだ政友茶や学校で育てた
サツマイモなどのバザー、児童作品
展やラフティング体験なども行われ、
多くの家族連れらで賑わいました。

防災士育成に向け出前講座

　地域防災活動の中核を担う防災士の
育成を図っていこうと10月31日、県防
災人材センターによる一日防災講座が
西部県民局三好庁舎で開催されました。
講座は徳島大学大学院の中野晋教授ら
5 人が講師を務め、防災士に期待され
る役割について説明があったほか、イン
ターネットを使用して徳島大学と会場を
結ぶ講義や実習指導など遠隔講座も開
催されました。講座に参加した池南新山
自主防災会長の中津哲一さんは、「今日
の講座を生かし、地域防災力を高めて
いきたい」と決意を語ってくれました。

世界大会を前にザ・リバーフェイスが表敬訪問

　11 月 29 日から 12 月 8 日までインドネシアで開
催されるラフティングの世界大会に出場する女子日
本代表チーム「ザ・リバーフェイス」の水澤知香主
将ら 5 名が 11 月 2 日、出発を前に黒川市長を表敬
訪問しました。昨年のブラジル大会は 2 位と惜しく
も優勝を逃したこともあり、王者返り咲きを目指し
吉野川で日々トレーニングを重ねてきた選手たち。
水澤主将からは「目標は優勝。6 人制のレースにな
るが大会を通じて成長していきたい」抱負を語って
くれました。現地での健闘を期待しています。

観客を魅了 そらの郷コンサート 
　第 8 回三好市民文化祭のオープニングイベントとして
そらの郷コンサートが 10 月5 日、池田総合体育館で
行われました。世界的指揮者の秋山和慶さんを音楽監
督・指揮に迎え、徳島に共感を持つプロの音楽家で
構成されたとくしま記念オーケストラにより、オッフェン
バックの「天国と地獄」やロジャースの「サウンド・オブ・
ミュージック」など 12 曲が演奏され、観客約 400 人
は美しい音色に聞き入っていました。ブラスバンド部に
所属している池田高校 2 年の岡田輝

き ら ら

楽さんは、「音の
世界感がすごくて、感動しました」と話しました。

祖谷襖からくり 幻想的な舞台を披露

　第 6 回夜間公演祖谷襖からくりが後山農村舞台と徳
善阿弥陀堂横広場の 2 開場で行われました。10 月24
日の徳善阿弥陀堂横広場で行われた公演では、約 80
人の観客が伝統芸能を楽しみました。阿弥陀堂内に組
み立てられる移動組立式からくり舞台で、迫力ある「龍」
や「鳳凰」などの図柄を三味線の音色に合わせ、細い
糸を操りながら次 と々転換し、観客を魅了。また、加
羅宇多姫伝説劇や祖谷粉ひき節踊り、三好市出身の
浄瑠璃人形遣いの勘緑さんによる公演なども行われ、
かがり火のなか、幻想的な舞台が披露されました。

勇壮華麗に武者行列
　三好市にゆかりのある戦国武将・三好長慶を生かして
地域活性化を図ろうと11月1 日、「三好長慶武者行列ま
つり」が三野グラウンドで開催されました。武者行列では、
市民や県内外の長慶ゆかりの団体約 200 人が参加。よろ
い姿の武将や旗持ちなどに扮し、出陣式で勝ちどきを上げ
た後、会場周辺約４キロを勇壮華麗に練り歩き、訪れた
見物客を楽しませました。今回大阪府大東市から参加した
同観光ボランティアガイドやまびこの高橋洋会長は、「これ
からも交流を深めるとともに大東市の武者行列まつりの実
現にもつなげていきたい」と」抱負を語ってくれました。

困ったら一人で悩まず行政相談

　行政相談週間にあわせて 10 月 23
日、フレスポ阿波池田で「特設行政相
談所」が開設されました。
　行政相談週間は、行政相談制度の
周知と利用促進を図るため、総務省が
全国一斉に実施しており、この日は、
三好地区の行政相談委員と総務省徳
島行政評価事務所の職員らが、PR 活
動を行うとともに、市民の方からの相
談に応じました。三好市では各地区の
行政相談委員が月 1 回、相談所を開
設しておりますので、お気軽にご相談く
ださい。（日程は 24 ページに掲載）

子どもたちがまちに繰り出す

　異文化に親しんでもらおうと「うだつの
町のハッピーハロウィンパーティー」が 10
月10日、中央公民館やその周辺で開催
されました。魔女やお姫様、海賊などに
仮装した子どもとその保護者ら約 200 人
が参加し、かぼちゃをくり抜き、その中に
LEDライトの明かりをともすジャック・オ・
ランタン作りに挑戦しました。その後、本
町通りで事前にご協力いただいていた商
店や民家などに子どもたちが繰り出し、「ト
リック・オア・トリート（お菓子をくれなきゃ
いたずらするぞ）」と口ずさみ、楽しそう
にお菓子をもらいました。

三好市の秋の味覚を発送

　秋の味覚を通じて三好市の魅力を
知ってもらおうと10 月16日、「三好や
まびこふるさと会」によるふるさと小包の
発送作業が市役所分庁舎で行われまし
た。新米、祖谷そばや源平いもなど特
産品10品目と東祖谷の「祖谷の地美栄」
で加工された鹿もも肉のレシピ一覧表な
どを職員らが丁寧に箱詰めし、全国の
愛好者の方へ発送しました。同会では、
年 2 回ふるさと小包の発送をしています。
大切な方への贈り物としていかがでしょ
うか。お申し込み・お問い合わせ先は、
三好やまびこふるさと会（☎ 72-7645）
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② 11 月 25 日（水）10 時〜 15 時
三好市役所　3 階第 1 会議室
　会場をお間違えのないようにご注
意ください。
　なお、年金相談時には「年金手帳
および本人確認ができる書類（運転
免許証など）」を持参ください。
お問い合わせ先▼阿波半田年金事務
所（☎ 0883-62-5350）、三好市役
所市民課 （☎ 72-7611）

健康・医療に関する相談
【24 時間電話健康相談サービス】
　医師などが健康・医療などのご相
談に応じ、無料でアドバイスをします。
相談電話番号▼☎ 0120-3444-69

【徳島こども救急電話相談】
　受診した方が良いのか、様子をみ
ても大丈夫なのか、看護師や小児科
医が電話でアドバイスをします。
相談日時▼毎日 18 時〜翌朝８時
相談電話番号▼ ☎（ 局番無し）
＃ 8000 または☎ 088-621-2365

人権相談
　12 月 4 日から 12 月 10 日までは、
第 66 回人権週間です。期間中は人権

臨時福祉給付金の申請受付の
締め切りについて

　臨時福祉給付金の申請受付を 11
月 30 日（月）で終了いたします。
申請をされる方は、お早目の手続き
をお願いします。
対象者▼平成 27 年 1 月 1 日に三好
市に住民登録されている方で、平成
27 年度分市県民税（均等割）が課
税されない方（生活保護受給者や平
成 27 年度の市県民税が課税されて
いる人の扶養親族等を除く）
受付期間▼ 11 月 30 日まで（土日
祝日を除く）
支給額▼対象者１人につき6,000 円
その他▼申請の受付は三好市保健セ
ンター臨時福祉給付金対策係および
各総合支所で行っております。詳しく
は対策係までお問い合わせください。
お問い合わせ先▼三好市役所地域福
祉課臨時福祉給付金対策係（☎ 72-
7647）

文化事業振興補助金の
募集について

　公益財団法人徳島県文化振興財団
は、優れた芸術文化を鑑賞する機会

の提供などを行うとともに、県民の
幅広い文化活動を支援するため、各
種の文化事業を助成いたします。
　要綱および様式は、あわぎんホール
ホームページ（http://www.kyoubun.
or.jp/）からダウンロードしてください。
申込受付期間▼ 11 月 10 日〜 12 月
10 日（必着）
お申し込み・お問い合わせ先▼公益
財団法人徳島県文化振興財団（☎
088-622-8121）

11 月はねんきん月間です
【11 月 30 日は年金の日です】
　年金保険料は、納めていますか。
この機会にご自身の年金加入状況、
年金記録や年金受給見込み額を確認
して、将来の生活設計に思いを巡ら
してください。
　阿波半田年金事務所では、活動の
一環として、阿波半田年金事務職員
による「出張年金相談」を実施いた
します。年金相談をご希望の方は、
三好市会場、東みよし町会場で行い
ますので、お越しください。

【相談日・相談場所】
① 11 月 17 日（火）10 時〜 15 時
東みよし町三好庁舎　1 階相談室

三好市社協法律相談
相談日▼ 12 月 4 日
時間▼ 13 時〜 16 時
場所▼社協本所・池田支所
弁護士▼大西聡氏
予約お申し込み先▼社協本所・池田
支所（☎ 72-5715）
※秘密厳守・料金無料・予約制

三好市社協一般相談
相談内容▼困りごと全般
相談日・相談場所▼
毎週火曜日  井川老人福祉センター
毎週水曜日  社協本所・池田支店
12 月 10 日　祖谷の歴史館（東祖谷）
12 月 16 日　山城総合支所
12 月 17 日　社協三野支所
12 月 17 日　社協西祖谷支所
相談時間▼ 13 時〜 15 時
※一般相談は、各支所で常時受付け
ていますので、お気軽にご相談くだ
さい。電話での相談もお受けします。
お問い合わせ先▼
社協本所・池田支所（☎ 72-5885）
社協三野支所（☎ 77-2882）
社協井川支所（☎ 78-3140）
社協山城支所（☎ 86-2434）
社協西祖谷支所（☎ 87-2088）
社協東祖谷支所（☎ 88-2688）

i情報ひろば information市民の皆さまの生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

談ください。相談は無料で、秘密は
固く守られます。
相談日・相談場所▼
12 月 2 日   祖谷の歴史館（東祖谷） 
12 月 04 日　井川総合支所 
12 月 10 日　三好市役所
12 月 10 日　西祖谷総合支所 
12 月 15 日   三野公民館
12 月 16 日   山城総合支所
時間▼ 13 時～ 15 時

（西祖谷のみ 10 時～ 12 時）
お問い合わせ先▼三好市役所総務課

（☎ 72-7600）、各総合支所

徳島西部ライフサポート
センター定例相談

弁護士による法律相談▼第 1 火曜日
保険金融相談▼第 2 木曜日
ニート支援出張相談▼毎週月曜日
※いずれも予約が必要です。
一般相談▼月～金曜日  9 時～ 17 時
ご予約・お問い合わせ先▼徳島西部
ライフサポートセンター（☎ 72-8611）

みよし広域連合法律相談
　相談無料、完全予約制。
相談日▼第1・3金曜日（祝祭日除く）
ご予約・お問い合わせ先▼みよし広
域連合事務局（☎ 72-5121）

擁護委員による街頭啓発を行います。
日時▼ 12 月 9 日　16 時〜
場所▼フレスポ阿波池田駐車場前
定例の相談日・相談場所▼
12 月 4 日　井川総合支所
12 月 7 日   祖谷の歴史館（東祖谷）
12 月 9 日   老人福祉センター（西祖谷） 
12 月 10 日   三好市役所
12 月 15 日　三野公民館
12 月 18 日   山城総合支所
時間▼ 13 時〜 15 時
お問い合わせ先▼三好市役所市民課
人権室（☎ 72-7622）

消費者トラブル相談窓口
　安心安全な生活を送るために困っ
たこと、不審なことがあれば、ご相
談ください。相談無料、秘密厳守。
日時▼月～金曜　9 時～ 17 時
相談内容▼訪問販売や電話勧誘販売
での契約トラブル・多重債務（借金
で悩んでいる）など。　
お問い合わせ先▼三好市役所商工政
策課（☎ 72-7645）

行政相談
　役所の仕事について、困っている、
こうしてほしい、どこに相談してよ
いか分からないなど、お気軽にご相

年 金
相 談

豊富な品数でお待ち致しております。

東みよし町中庄6-4・JR江口駅東すぐ TEL.（０８８３）８２- 1 4 8 3
イ    シ   ヤ  サン

何かと近くが便利です。
ぜひ !一度ご来店ください。

募 集
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事業者の皆さまへ
マイナンバー制度の注意点

　平成 28 年１月以降、事業者の方
は、個人番号の収集と管理が必要に
なりますが、平成 28 年分給与所得
者の扶養控除等（異動）申告書に、
従業員やその扶養親族の個人番号を
記載していただくことになります。
なお、平成 28 年１月以前であって
も、この申告書に個人番号の記載を
求めても差し支えありません。
　このほか、各種支払調書の作成基
準に当たる支出が、平成 28 年１月
以降にある場合には、支払先の個人・
法人番号の記載も必要になります。
お早目の準備をおすすめします。
お問い合わせ先▼池田税務署（☎
72-2155）

戦没者等のご遺族の皆さまへ
【第 10 回特別弔慰金の申請手続き
はお済ですか】
　第 189 回国会で成立した「戦没者
等の遺族に対する特別弔慰金支給法
の一部を改正する法律」に基づき、戦
没者等の遺族に対する特別弔慰金（第
10 回特別弔慰金）が支給されます。
　特別弔慰金について、詳しくは
厚生労働省ホームページ（http://
www.mhlw.go.jp/）をご覧ください。
申請期間▼平成 30 年 4 月 2 日まで
請求期間を過ぎると第 10 回特別弔
慰金を受けることができなくなりま
すので、ご注意ください。
支給対象者▼平成 27 年 4 月 1 日（基
準日）において、「恩給法による公

【エイズ夜間検査】
世界エイズデーにあわせて三好保健
所で夜間検査を実施します。
日時▼ 12 月3日（木）15 時〜 19 時

【定例エイズ検査・相談日】
日時▼毎月第 1・3 木曜日　
10 時〜 11 時まで
場所▼三好保健所（☎ 72-1123）
※電話による相談は、毎週月曜日～
金曜日。8 時 30 分から 17 時まで
お問い合わせ先▼三好保健所（☎
72-1123）

11 月 14 日は世界糖尿病デー
　拡大を続ける糖尿病の脅威を踏ま
え、国際連合が 2006 年 12 月、「糖
尿病の全世界的脅威を認知する決
議」を可決し、同時に 11 月 14 日
を 「世界糖尿病デー」に指定し、全
世界で糖尿病の予防、治療、療養に
ついて啓発活動を推進しています。
　この運動のシンボルマーク「ブ
ルーサークル」は、国連や空を表す

「青（ブルー）」と団結を表す「輪（サー
クル）」が使われています。
　糖尿病は世界の成人人口の約５～
６％が抱えており、2025 年には 3
億 8,000 万人に達することが予想
されています。
　糖尿病には痛みなどの自覚症状が
少ないので、そのまま治療を受けな
い場合が多くみられますが、そのま
ま放置していると、糖尿病性腎症な
ど深刻な合併症を引き起こします。
　糖尿病と診断された方、またその疑
いがある方など、糖尿病について、ご
自分の健康について考えてみませんか？
お問い合わせ先▼三好保健所（☎
72-1123）

　要件などは、三好市役所農業振興
課までお問い合わせください。
お問い合わせ先▼徳島県農業開発公
社（徳島県農地中間管理機構）（☎
088-621-3083）、三好市役所農業振
興課（☎ 72-7617）

ご存じですか？
 慢性閉塞性肺疾患

　慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）は、
長期間にわたる喫煙習慣が主な原因
であることから、 「肺の生活習慣病」
と言われています。
　慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）に
かかると、慢性的に肺の空気の通り
道が細くなり、呼吸が十分にできな
くなります。最初のうちはせきやた
ん、息切れがしやすい、などが症状
として現れます。
　これらはありふれた症状なので重
大な病気と認識されず、手遅れにな
るまで放置される場合が多いです。
　徳島県では、平成 25 年の死亡率が
全国１位です。
　三好保健所管内では、徳島県の死
亡率よりさらに高い状況です。喫煙
者は禁煙をしましょう。
お問い合わせ先▼三好保健所健康増
進担当（☎ 72-1123）

12 月 1 日は、世界エイズデー
　日本では、１日に４人以上が新た
に HIV に感染しています。保健所
では無料、匿名でエイズの検査をし
ています。検査結果は、採血をして
30 分後にわかります。

務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族
等援護法による遺族年金」等を受け
る方（戦没者等の妻や父母等）がい
ない場合に、次の順番による先順位
のご遺族お一人に支給。
戦没者等の死亡当時のご遺族で
①平成 27 年 4 月 1 日までに戦傷病
者戦没者遺族等援護法による弔慰金
の受給権を取得した方
②戦没者等の子
③戦没者等の父母、孫、祖父母、兄
弟姉妹
※戦没者等の死亡当時、生計関係を
有していること等の要件を満たして
いるかどうかにより、順番が入れ替
わります。
④上記①から③以外の戦没者等の三
親等内の親族（甥、姪等）
※戦没者等の死亡時まで引き続き１
年以上の生計関係を有していた方に
限ります。
支給内容▼額面 25 万円、5 年償還
の記名国債
その他▼平成 28 年１月以降の申請
には請求者のマイナンバーを記入し
ていただくようになります。
請求窓口・お問い合わせ先▼三好市
福祉事務所地域福祉課（☎ 72-7647）
三野総合支所（☎ 77-2311）
井川総合支所（☎ 78-5001）
山城総合支所（☎ 86-1111）
西祖谷総合支所（☎ 87-2211）
東祖谷総合支所（☎ 88-2211）

新たな農地の貸し借り制度
　三好市では、農地中間管理機構（徳
島県農業開発公社）と連携し、農地
中間管理事業を実施しています。
　農地中間管理事業とは、経営規模

i情報ひろば information市民の皆さまの生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

【売出期間】12月 1日（火）～12月 24日（木）　【抽選期間】12月 20日（日）～12月 25日（金）

抽選券を集めて、第30回記念の豪華賞品が当たる抽選にチャレンジ！！

歳末感謝祭 大売り出し！！
第30回記念！！

池田町　

を縮小する農家などから農地を農地
中間管理機構（徳島県農業開発公社）
が借り入れ、経営規模の拡大を希望
する地域の担い手となる農業者に貸
し付ける制度です。
　この制度を利用することにより地
域の農業を担う農業者が、まとまり
のある農地を借りられ安心した農業
経営が図られます。

【農地を貸したい場合】
　農地の貸し付けを希望される方
は、三好市役所農業振興課にご相談
ください。
農地中間管理機構が借り入れる農地
の条件▼
・農業振興地域内にある農地であること
・相続済みの農地であること
・10 年以上の貸し付けとなること
・著しく利用困難でないこと（耕作
放棄地など）
・借り受けの可能性が著しく低い地
域の農地でないこと
※ 2 年を経過して借り受け希望者が
見つからない場合は所有者に返還しま
す。また、借り受け希望者が見つかる
までの農地は所有者が管理します。

【農地を借りたい場合】
　農地の借り受け希望者は応募が必
要です。徳島県農業開発公社のホー
ムページに掲載している農用地借受
け申出書を作成の上、徳島県農地中
間管理機構に申請してください。　
　申請用紙は、三好市役所農業振興
課窓口にも準備しています。申請の
際にはご相談ください。
募集期間▼ 11 月 1 日〜 30 日
　農地中間管理機構を通じて農地を
貸付することができた地域・農家に
は一定の要件を満たせば「協力金」
が交付されます。

お問い合わせ 消防本部 ☎76-5118

小児救急医療（夜間18時～翌9時・日曜9時～翌9時）

毎週 火曜・水曜・木曜 ---------- 県立三好病院
　火・水曜は22時まで小児科医、以後当直医対応。
毎週 月曜・金曜・土曜・日曜 ----半田病院

 12 月
受診時間 　夜間:17時～23時・休日:9時～23時

夜間・休日救急医療当番医

ご利用にあたってのお願い
　救急医療当番医は、夜間や休日にケガや急病
になった方のための診療です。急患以外の場合
は平日に診察を受けましょう。
　当番医は変更になる場合がありますので、事
前に電話で確認し、症状等を説明のうえ、受診
してください。（健康保険証をご持参ください。）
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藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

三野田中病院 三野 ☎77-2300

北條病院 池田 ☎72-0007

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

岸野医院 三野 ☎77-2001

上田医院 三好 ☎79-2004

山城診療所 山城 ☎86-3230

安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

郷外科内科 池田 ☎74-5779　

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三木医院 三野 ☎77-3900

北條病院 池田 ☎72-0007

村山内科 池田 ☎72-2110

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

北條病院 池田 ☎72-0007

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

さんさん医院 三加茂 ☎82-5410

内田（伸）医院 池田 ☎74-0121

田岡医院 池田 ☎72-5551

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

北條病院 池田 ☎72-0007

暮 ら し

保健・福祉

場所：池田総合体育館 「市報みよし」は毎月、15,000 部が市内
全域に配布されています。ぜひ、会社
やお店の宣伝にご活用ください。
詳しくは三好市秘書人事課（☎ 72-764
6）までお問い合わせになるか、三好市
ホームページをご覧ください。

広告を掲載しませんか？
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第 28 回博愛ふれあい
フェスティバル

　箸蔵山ふれあい登山ツアーを開催
します。昼食には軽食をご用意し、
午後からは抽選会などもあります。
ぜひご参加ください。
日時▼ 11 月 15 日（日）9 時〜
場所▼箸蔵近隣公園　9 時より受付
内容▼ A コース（ロープウェイ往
復ツアー 1,000 円）
B コース（ロープウェイ片道ツアー
700 円）
Cコース（大門から登山ツアー 800 円）
お申し込み・お問い合わせ先▼社会
福祉法人池田博愛会池田学園（☎
72-0490、FAX72-0345）

池田冬のオブジェ 2015
【オープニングセレモニー】
日時▼ 12 月 5 日（土）14 時～ 18
時 20 分
場所▼池田へそっ子公園
内容▼ 14 時〜アマチュアバンドコ
ンサート、16 時〜ハンドベルきら
ら、スタジオ Fun、池田小金管バン
ド・池田中ブラスバンドの演奏、三
好市民第九合唱団の出演、17 時 20
分〜イルミネーション点灯式、オー
プニングセレモニー（夢来人宣言）。

【夢来人イルミネーション】
12月5日〜 1月10日（17時〜 22時）

【池田ゑびす祭り】1 月 10 日（日）
【四国酒まつり】2 月 20 日（土）
お問い合わせ先▼池田冬のオブジェ
2015 事務局（阿波池田商工会議所

催 し

informationi情報ひろば 市民の皆さまの生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

内☎ 72-0143）

第 5 回四国中央市紙のまち
新春競書大会

　小中学生が一堂に書の美しさを競う
「四国中央市紙のまち新春競書大会」
を開催します。
日時▼平成 28 年 1 月 17 日（日）
　　　9 時〜 12 時
場所▼伊予三島運動公園体育館
参加者▼四国中央市、三好市および
観音寺市の小学校 3 年生～ 6 年生、
中学校 1 年生～ 3 年生で参加希望者
出品部門▼ 1 人 1 点。小学生（毛筆
の部・楷書）、中学生（毛筆の部・自由）
参加料▼無料
申込方法▼参加希望者は応募票を所
属する各小中学校へ提出してください。

病気の予防と早期発見を。
　　各種検査・検診受付中です !

  インフルエンザ予防接種を
                                実施しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　★受付時間　
　　祝・祭日を除く、月～土曜日
　　　小学校就学後～ 12 歳　　　
　　　13 歳～ 　　　　　　 

TEL 0883-82-3700（代）
http://www.mikamotanakahp.ecnet.jp/

日本医療機能評価機構認定病院

  9：00 ～ 15：00
  9：00 ～ 17：00

 三好市の人口

　男  性   13,247 人
（ -33 人） 

　女  性   15,071 人　
（ - 28 人）

　総  数   28,318 人
（ - 61 人）

　世帯数  13,237 戸
　　（ - 23 戸） 

平成 27 年 11 月 1 日現在
　  （　）内は前月対比

毎月第 4 水曜日は
三好市チャレンジデー
運動・スポーツをして、
健康意識を高め、明る
い生活を送りましょう。

（117）

行方不明・遭難が多発しています
　市内で、行方不明や山での遭難が
多発しています（平成 27 年 1 月～
10 月の間に 10 件発生）。山へ行く
際や外出の際には以下のことを心掛
けてください。
注意点▼
・行き先を家族や友人に伝える。
・携帯電話で連絡が取れるようにし
ておく（GPS 機能も設定しておく）。
・一人で山に行かない。
・悪天候での入山は避ける。
・山へは軽装では行かず、非常食と遭
難信号用の笛や発煙筒を持っていく。
・認知症の方の持ち物には名前を書
いておく。
お問い合わせ先▼三好市役所危機管
理課（☎ 72-7625）

なお、応募票は所属の各小中学校から
受取り、または四国中央市ホームペー
ジ（https://www.city.shikokuchuo.
ehime.jp/)からダウンロードしてください。
 応募期間▼ 11 月 2 日〜 12 月 1 日
お問い合わせ先▼三好市役所地方創
生推進課（☎ 72-7607）

納め忘れはありませんか
　11 月 30 日（月）は、固定資産
税 4 期と国民健康保険税 5 期の納
期限です。皆さんの暮らしを支える
大切な税金です。納期内の納付をお
願いします。
お問い合わせ先▼三好市役所税務課

（☎ 72-7615）
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□ 編集後記

三好市探訪の取材のため国見山に担
当者とともに登山してきました。出発
前には服装や用意すべき道具など慣
れない準備にいろいろ悩みましたが、
天気も良く登山口から1 時間ほどで無
事山頂へ到着。その名の通り四国の
山々を見下ろすことができました。自
分が住む集落もここでしか見えない景
色として堪能そして感動。これから剣
山や大歩危では紅葉の見頃を迎えま
すが地元ならではのおすすめスポット
などあればぜひご紹介ください。（近）

徳善阿弥陀堂で行われた襖からくりの
夜間公演。9 枚 1 組の襖を三味線の
音色に合わせて縦回転、横回転、斜め
回転など次 と々場面を変化させる動き
は圧巻でした。舞台裏に回ってみると
地元の有志の方たちが何本もの糸を操
りながらみんなで息を合わせて襖を動
かすには、熟練の技が必要だと感じま
した。また10 月の祖谷の夜は寒く、地
元の方がゆず茶やカイロなどを用意して
くださったおかげで祖谷の伝統芸能の
世界を満喫することができました。（川）

116
歩
目

 国見山
ー 三好市西祖谷村田ノ内 ー

　標高 1030ｍにある国見山登山口は、国道 32
号から県道 45号を進み、祖谷トンネル前の有料
道路料金所跡手前を右折し、林道川崎国見山線
を3.5㌔ほど進んだところにあります。登山口には
大きな案内板があり、駐車場も整備されています。
山頂までは、約 1時間で登ることができます。
　登山口の階段から急斜面をまっすぐ進み続ける
と、左に折れる平坦な尾根道があります。さらに
その尾根道を進むと20 分ほどで国見神社に至り
ます。すぐ横には休憩小屋が建っており、ここか
ら5分ほど歩くと頂上に到着します。
　標高 1409ｍの国見山の山頂からは、その名
のとおり、剣山山系から石鎚山脈まで四国山脈を
ぐるりと見渡すことができ、360 度の壮大なパノラ
マを楽しむことができます。
　登山適期は、4月上旬から11月下旬。特に紅葉
する11月は絶景です。また春から夏にかけて多くの
花が咲き、四季を通じて登山者に親しまれています。
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